
一

　
　
　
一
、

　
『
史
記
』
伍
子
胥
列
伝
（
以
下
、「
伍
子
胥
伝
」
と
略
す
）
に
載
る
伍

子
胥
の
生
涯
は
、
極
め
て
劇
的
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
に
司
馬
遷
の
文

才
と
構
成
力
が
加
わ
っ
て
、
こ
の
伝
を
読
ん
だ
人
々
に
今
な
お
様
々
な

感
慨
と
感
動
を
起
こ
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　

楚
王
の
非
道
な
命
令
に
あ
え
て
殉
じ
た
父
や
兄
と
は
反
対
に
、
伍
子

胥
は
宋
・
鄭
に
亡
命
す
る
道
を
選
び
、
命
を
永
ら
え
る
が
、
そ
れ
ら
の

地
で
の
内
紛
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
最
後
に
呉
の
地
に
亡
命
す
る
。
そ
の

呉
で
、
公
子
光
に
専
諸
を
薦
め
、
や
が
て
そ
の
公
子
光
が
専
諸
を
用
い

て
王
僚
を
暗
殺
し
て
呉
王
闔
廬
と
な
る
や
、
伍
子
胥
は
「
行
人
」�

注
１
の

職
に
つ
き
、
呉
王
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
る
。
や
が
て
楚
へ
の
恨
み
を
果
す

た
め
、
呉
の
将
と
し
て
楚
の
都
郢
に
攻
め
込
み
、
父
・
兄
を
殺
し
た
平

王
の
墓
を
発
い
て
そ
の
尸
体
に
陵
辱
を
加
え
復
讐
を
果
す
。
そ
の
後
、

呉
王
闔
廬
が
越
と
の
戦
い
で
負
傷
し
、
そ
れ
が
も
と
で
死
ぬ
と
、
そ
の

子
の
夫
差
が
王
位
を
継
ぐ
。
一
年
後
、夫
差
は
越
と
の
戦
い
に
勝
つ
も
、

伍
子
胥
の
「
越
滅
ぼ
す
べ
し
」
と
の
諫
言
を
聞
き
入
れ
ず
、
越
と
講
和

す
る
。
こ
れ
よ
り
、
対
越
主
敵
論
を
唱
え
た
伍
子
胥
は
、
呉
王
夫
差
よ

り
疎
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
夫
差
が
斉
と
戦
い
、
勝
利
を
収
め
る
と
や

が
て
夫
差
よ
り
自
殺
を
求
め
ら
れ
、
自
死
す
る
に
至
る
。
呉
は
子
胥
の

死
後
九
年
に
し
て
越
に
滅
ぼ
さ
れ
、
闔
廬
・
夫
差
と
二
代
に
わ
た
っ
て

続
い
た
「
呉
越
合
戦
」
は
越
王
句
践
の
勝
利
で
収
束
す
る
。

　

伍
子
胥
の
生
涯
は
ま
た
、
相
当
期
間
続
い
た
「
呉
越
合
戦
」
の
展
開

劇
を
構
成
す
る
一
幕
―
し
か
も
主
要
な
一
幕
―
で
も
あ
っ
た
。
故
に
、

呉
越
の
壮
絶
な
戦
い
や
講
和
期
間
中
の
呉
越
の
駆
け
引
き
と
と
も
に
、

彼
の
悲
劇
的
最
後
は
人
々
に
長
く
記
憶
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
伍
子
胥
の
伝
記
は
、司
馬
遷
が
『
史
記
』

を
著
す
前
漢
前
期
ま
で
に
様
々
な
形
で
伝
説
化
さ
れ
、
演
劇
化
さ
れ
て

い
た
り
、
講
談
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う�

注
２
が
、
更
に

　
鴟
夷
と
抉
目

　
　
　
―
『
史
記
』
伍
子
胥
臨
死
説
話
の
分
析
―
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二

「
伍
子
胥
伝
」
と
な
る
段
階
で
司
馬
遷
に
よ
り
大
き
く
脚
色
さ
れ
、
ま

と
め
ら
れ
た
と
私
は
確
信
す
る
。
し
か
し
司
馬
遷
は
史
家
で
あ
る
。
史

家
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
荒
唐
無
稽
な
作
り
話
は
な
し
て
い
な
い
。
そ
の

脚
色
は
一
見
、
あ
く
ま
で
「
史
料
」
に
沿
っ
た
形
で
な
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
本
論
の
目
的
は
、
子
胥
の
伝
記
が
、
司
馬
遷
の
力
に
よ
り
ど

の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
、
伍
子
胥
伝
の
最
後
に
あ
る
、

か
れ
の
臨
死
の
説
話
の
部
分
を
取
り
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
析
す
る

こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
二
、

　
「
伍
子
胥
伝
」
の
子
胥
の
賜
死
の
場
面
か
ら
話
を
始
め
る
。
呉
王
夫

差
よ
り
属
鏤
の
剣
を
賜
り
、
彼
が
自
殺
す
る
場
面
は
、『
史
記
』
に
次

の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。「
伍
子
胥
伝
」
中
最
も
迫
真
に
迫
る
名

場
面
で
あ
る
（
以
下
の
『
史
記
』
の
文
は
注
も
含
め
て
中
華
書
局
標
点

本
に
依
る
）。

　

①�

其
後
四
年
、
吳
王
將
北
伐
齊
、
越
王
句
踐
用
子
貢
之
謀
、
乃
率
其

衆
以
助
吳
、
而
重
寶
以
獻
遺
太
宰
嚭
。
太
宰
嚭
既
數
受
越
賂
、
其

愛
信
越
殊
甚
、
日
夜
爲
言
於
吳
王
。
吳
王
信
用
嚭
之
計
。
伍
子
胥

諫
曰
「
夫
越
、
腹
心
之
病
、
今
信
其
浮
辭
詐
偽
而
貪
齊
。
破
齊
、

譬
猶
石
田
、
無
所
用
之
。
且
盤
庚
之
誥
曰
『
有
顚
越
不
恭
、
劓
殄

滅
之
、
俾
無
遺
育
、
無
使
易
種
于
茲
邑
。』
此
商
之
所
以
興
。
願

王
釋
齊
而
先
越
。
若
不
然
、
後
將
悔
之
無
及
。」
而
吳
王
不
聽
、

使
子
胥
於
齊
。
子
胥
臨
行
、
謂
其
子
曰
「
吾
數
諫
王
、
王
不
用
、

吾
今
見
吳
之
亡
矣
。
汝
與
吳
倶
亡
、
無
益
也
。」
乃
屬
其
子
於
齊

鮑
牧
、
而
還
報
吳
。

　

②�

吳
太
宰
嚭
既
與
子
胥
有
隙
、
因
讒
曰
「
子
胥
爲
人
剛
暴
、
少
恩
、

猜
賊
、
其
怨
望
恐
爲
深
禍
也
。
前
日
王
欲
伐
齊
、
子
胥
以
爲
不
可
、

王
卒
伐
之
而
有
大
功
。
子
胥
恥
其
計
謀
不
用
、
乃
反
怨
望
。
而
今

王
又
復
伐
齊
、
子
胥
專
愎
彊
諫
、
沮
毀
用
事
、
徒
幸
吳
之
敗
以
自

勝
其
計
謀
耳
。
今
王
自
行
、
悉
國
中
武
力
以
伐
齊
、
而
子
胥
諫
不

用
、
因
輟
謝
、
詳
病
不
行
。
王
不
可
不
備
、
此
起
禍
不
難
。
且
嚭

使
人

伺
之
、
其
使
於
齊
也
、
乃
屬
其
子
於
齊
之
鮑
氏
。
夫
爲
人

臣
、
内
不
得
意
、
外
倚
諸
侯
、
自
以
爲
先
王
之
謀
臣
、
今
不
見
用
、

常
鞅
鞅
怨
望
。
願
王
早
圖
之
。」

　

③�

吳
王
曰
「

子
之
言
、吾
亦
疑
之
。」
乃
使
使
賜
伍
子
胥
屬
鏤
之
劍
、

曰
「
子
以
此
死
。」

　

④�

伍
子
胥
仰
天
歎
曰
「
嗟
乎
。
讒
臣
嚭
爲
亂
矣
、
王
乃
反
誅
我
。
我

令
若
父
霸
。
自
若
未
立
時
、
諸
公
子
爭
立
、
我
以
死
爭
之
於
先
王
、

幾
不
得
立
。
若
既
得
立
、
欲
分
吳
國
予
我
、
我
顧
不
敢
望
也
。
然

今
若
聽
諛
臣
言
以
殺
長
者
。」

　

⑤�
乃
告
其
舍
人
曰
「
必
樹
吾
墓
上
以
梓
、
令
可
以
爲
器
。
而
抉
吾
眼

縣
吳
東
門
之
上
、
以
觀
越
寇
之
入
滅
吳
也
。」
乃
自
剄
死
。

　

⑥�

吳
王
聞
之
大
怒
、
乃
取
子
胥
尸
、
盛
以
鴟
夷
革
、
浮
之
江
中
。

　

⑦�

吳
人
憐
之
、
爲
立
祠
於
江
上
、
因
命
曰
胥
山
。



三

　

こ
の
話
の
展
開
の
大
略
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

①�
前
４
８
４
年
、
呉
王
は
、
越
よ
り
賂
を
受
け
て
い
た
太
宰
嚭
の
言

に
従
い
、
斉
と
戦
お
う
と
す
る
が
、
子
胥
は
呉
王
に
「
呉
の
主
要

な
る
敵
は
越
だ
」
と
、
斉
と
の
戦
争
を
諫
止
す
る
。
し
か
し
、
呉

王
は
聴
き
い
れ
ず
、
子
胥
を
斉
に
使
い
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
子
胥

は
呉
の
滅
亡
を
予
見
し
て
、
斉
の
鮑
氏
に
我
が
子
を
託
す
る
。

　

②�

伍
子
胥
と
隙
が
あ
っ
た
太
宰
嚭
が
、
呉
王
夫
差
に
子
胥
を
讒
言
す

る
。
そ
の
讒
言
の
最
後
に
「
子
胥
が
斉
と
の
戦
い
に
病
と
称
し
て

加
わ
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
と
「
子
胥
は
斉
国
に
使
い
し
た
折
、
鮑

氏
に
自
分
の
子
を
託
し
た
。
こ
れ
ら
は
自
分
が
呉
王
に
用
い
ら
れ

な
い
こ
と
を
恨
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
人
臣
と
し
て
許
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。

　

③�

そ
こ
で
、
呉
王
は
子
胥
に
属
鏤
の
剣
を
与
え
、
自
殺
を
促
す
。

　

④�

子
胥
は
「
私
は
お
前
の
父
を
覇
王
に
さ
せ
た
。
前
王
闔
廬
の
諸
公

子
た
ち
が
闔
廬
の
後
継
者
た
る
太
子
に
立
と
う
と
争
っ
た
と
き
、

私
は
身
を
張
っ
て
お
前
を
推
し
た
。お
前
は
太
子
と
な
っ
た
と
き
、

私
に
呉
の
半
分
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
お
前
は
諛

臣
（
太
宰
嚭
の
こ
と
）
の
言
を
聴
い
て
呉
の
長
老
た
る
我
を
殺
そ

う
と
す
る
」
と
怨
恨
の
言
を
放
つ
。

　

⑤�

自
分
の
舎
人
に
「（
あ
）
必
ず
我
が
墓
の
上
に
梓
を
植
え
、
呉
王

の
棺
桶
に
せ
よ
。
ま
た
（
い
）
我
が
目
を
抉
り
取
っ
て
呉
の
東
門

に
懸
け
よ
。
越
が
入
っ
て
呉
を
滅
ぼ
す
の
を
見
て
や
ろ
う
」
と
二

つ
の
遺
言
を
残
す
。

　

⑥�

こ
れ
を
聞
い
て
呉
王
は
怒
り
、
子
胥
の
死
体
を
鴟
夷
の
革
に
包
ん

で
、
江
に
流
し
た
。

　

⑦
呉
の
人
た
ち
は
、子
胥
の
た
め
に
祠
を
江
の
ほ
と
り
に
建
て
た
。�注�

３

　

こ
の
部
分
の
①
と
②
の
間
に
は
、
艾
陵
の
戦
い
が
あ
り
、
呉
と
魯
が

斉
に
勝
つ
の
で
あ
る
が
、「
伍
子
胥
伝
」
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
伍
子
胥
伝
」
の
記
述
の
な
か
で
、
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
三
点
あ
る
。

　

１
、�

③
に
お
い
て
、
太
宰
嚭
の
讒
言
、
そ
の
中
で
も
伍
子
胥
が
斉
に

自
分
の
子
を
託
し
た
話
を
聞
い
た
呉
王
は
、
直
ち
に
伍
子
胥
に

自
殺
の
た
め
の
剣
を
賜
う
。（
呉
王
と
子
胥
は
直
接
会
っ
て
い

な
い
し
、
④
―
⑥
の
過
程
で
も
会
っ
て
い
な
い
）。

　

２
、�

④
は
死
を
賜
っ
た
子
胥
の
怨
言
で
あ
る
。「
自
若
未
立
時
、
諸

公
子
爭
立
、
我
以
死
爭
之
於
先
王
、
幾
不
得
立
。
若
既
得
立
、

欲
分
吳
國
予
我
、
我
顧
不
敢
望
也
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

前
王
闔
廬
の
諸
公
子
た
ち
が
闔
廬
の
後
継
者
た
る
太
子
に
立
と

う
と
争
っ
た
と
き
、
子
胥
は
身
を
張
っ
て
夫
差
を
推
し
、
夫
差

は
太
子
と
な
っ
た
と
き
、
自
分
に
呉
の
半
分
を
与
え
よ
う
と
し

た
事
実
を
暴
露
し
て
い
る
。�注
４

　

３
、�
⑤
の
子
胥
の
遺
言
の
内
容
が
二
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
は
、

（
あ
）
自
分
の
墓
に
梓
を
植
え
、
呉
王
の
棺
桶
の
材
と
せ
よ
と

云
う
こ
と
。
二
は
、（
い
）
自
分
の
目
を
呉
の
東
門
に
懸
け
て

お
け
と
い
う
も
の
で
あ
る
。



四

　

こ
の
三
点
は
、
以
後
「
伍
子
胥
伝
」
と
他
の
史
料
の
異
同
を
比
較
す

る
と
き
の
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
、

　

伍
子
胥
の
最
後
の
場
面
を
記
す
最
古
の
史
料
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』（
以

下
『
左
伝
』
と
略
す
）
と
『
国
語
』
呉
語
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
前
者
の
『
左
伝
』
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。『
左
伝
』
は

云
う
ま
で
も
な
く
、
年
代
記
『
春
秋
』
の
「
伝
」
で
あ
り
、『
春
秋
』

の
年
代
順
に
沿
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、子
胥
の
事
跡
は
『
左
伝
』

の
い
く
つ
か
の
箇
処
に
見
え
る
。
子
胥
の
自
死
の
記
述
は
哀
公
十
一
年

（
前
４
８
４
）
に
載
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
記

事
の
直
前
に
は
、
同
年
五
月
、
呉
と
魯
の
連
合
軍
が
斉
と
艾
陵
で
戦
い
、

呉
と
魯
が
勝
利
す
る
記
載
が
あ
る
（
以
下
の
『
左
伝
』
及
び
杜
預
注
は
、

冨
山
房
漢
文
大
系
本
に
依
る
）。

　

Ⅰ
、�

吳
將
伐
齊
、
越
子
率
其
衆
以
朝
焉
。
王
及
列
士
、
皆
有
饋
賂
。

吳
人
皆
喜
。唯
子
胥
懼
。曰
、「
是
豢
吳
也
夫
」。諫
曰
、「
越
在
我
、

心
腹
之
疾
也
。
壤
地
同
而
有
欲
於
我
。
夫
其
柔
服
、
求
濟
其
欲

也
。
不
如
早
從
事
焉
。
得
志
於
齊
、猶
獲
石
田
也
。
無
所
用
之
。

越
不
爲
沼
、
吳
其
泯
矣
。
使
醫
除
疾
、
而
曰
必
遺
類
焉
者
、
未

之
有
也
。
盤
庚
之
誥
曰
、『
其
有
顚
越
不
共
、
則
劓
殄
無
遺
育
。

無
俾
易
種
于
茲
邑
』。
是
商
所
以
興
也
。
今
君
易
之
、將
以
求
大
。

不
亦
難
乎
」。
弗
聽
。

　

Ⅱ
、
使
於
齊
、
屬
其
子
於
鮑
氏
。
爲
王
孫
氏
。

　

Ⅲ
、
反
役
。
王
聞
之
。
使
賜
之
屬
鏤
以
死
。

　

Ⅳ
、�

將
死
、
曰
、「
樹
吾
墓
檟
。
檟
可
材
也
。
吳
其
亡
乎
。
三
年
、

其
始
弱
矣
。
盈
必
毀
、
天
之
衜
也
」。

　

Ⅰ
、�

呉
が
斉
と
の
戦
い
に
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
越
王
句

踐
が
や
っ
て
き
て
、
呉
王
や
臣
下
に
賂
を
贈
る
。
子
胥
だ
け
が

「
越
が
こ
の
よ
う
に
柔
順
を
示
す
の
は
、
自
ら
の
欲
を
実
現
し

よ
う
と
し
て
の
こ
と
。
越
を
沼
と
化
し
て
し
ま
わ
ね
ば
、
呉
が

滅
び
る
」
と
呉
王
を
諌
め
る
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

Ⅱ
、�

子
胥
は
斉
に
使
い
し
た
折
、
呉
の
滅
亡
を
予
見
し
て
わ
が
子
を

斉
の
鮑
氏
に
託
す
る
。

　

Ⅲ
、�

艾
陵
の
戦
い
か
ら
戻
っ
た
後
、
呉
王
は
こ
の
事
実
を
聞
き
、
使

い
を
送
っ
て
自
殺
用
の
剣
を
子
胥
に
賜
っ
た
。

　

Ⅳ
、�

子
胥
は
死
の
直
前
に
「
我
が
墓
に
檟
（
ひ
さ
ぎ
）
を
植
え
よ
。

呉
王
の
棺
桶
の
材
と
な
る
。
呉
は
い
ず
れ
滅
び
る
で
あ
ろ
う
」

と
呉
の
滅
亡
を
予
言
す
る
辞
を
発
し
、
次
に
、「
三
年
、
其
始

弱
矣
」
と
述
べ
て
呉
の
弱
体
化
の
開
始
の
年
代
を
三
年
後
と
予

言
す
る
。

　

こ
の
展
開
を
見
る
と
、「
伍
子
胥
伝
」
の
①
と
②
と
③
に
対
し
て
、『
左

伝
』
の
Ⅰ
と
Ⅱ
と
Ⅲ
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
伍
子
胥
伝
」



五

の
④
は
『
左
伝
』
に
は
見
え
な
い
が
、
こ
れ
は
司
馬
遷
が
別
の
史
料
か

ら
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

　

と
こ
ろ
が
、
⑤
と
Ⅳ
は
相
当
食
い
違
う
。
Ⅳ
に
は
⑤
に
は
な
い
子
胥

の
予
言
「
呉
の
三
年
後
の
衰
亡
」
が
あ
り
、
⑤
に
は
Ⅳ
に
な
い
「
自
分

の
目
を
呉
の
東
門
に
懸
け
て
お
け
」
と
の
遺
言
が
あ
る
。
つ
ま
り
、『
左

伝
』
に
は
⑤
の
子
胥
の
遺
言
の
う
ち
、（
あ
）
は
あ
る
が
、（
い
）
は
見

え
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑥
の
子
胥
の
死
体
の
河
流
し
は
、『
左
伝
』
に
は
全
く
見
え
な
い
。

　
　
　
四
、

　

で
は
、
司
馬
遷
が
「
伍
子
胥
伝
」
を
叙
述
す
る
に
際
し
て
参
考
と
し

た
も
う
一
つ
の
史
料
、『
国
語
』
呉
語
の
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
（
以
下
の
『
国
語
』
の
文
は
新
釈
漢
文
大
系
本
に
依
る
）。

　
「
呉
語
」
で
は
、
呉
王
が
斉
を
討
と
う
と
す
る
の
を
、
子
胥
が
諌
め

（
長
い
諫
言
の
語
が
載
る
）、
王
は
そ
れ
を
聴
き
い
れ
ず
、
魯
と
と
も
に

斉
と
艾
陵
で
戦
い
、
勝
利
す
る
。（「
呉
語
」
で
は
、
伍
子
胥
は
「
申
胥
」

と
呼
ば
れ
る�

注
５
）。

　

Ａ
、�

吳
王
還
自
伐
齊
、
乃
訊
申
胥
曰
「
昔
吾
先
王
體
德
明
聖
、
逹
於

上
帝
、
譬
如
農
夫
作
耦
、
以
刈
殺
四
方
之
蓬
蒿
、
以
立
名
於
荊
、

此
則
大
夫
之
力
也
。
今
大
夫
老
、
而
又
不
自
安
恬

、
而
處
以

念
惡
、
出
則
罪
吾
衆
、
撓
亂
百
度
、
以
妖

吳
國
。
今
天
降
衷

於
吳
、
齊
師
受
服
。
孤
豈
敢
自
多
、
先
王
之
鍾
鼓
、
寔
式
靈
之
。

敢
告
於
大
夫
。」

　

Ｂ
、�

申
胥
釋
劍
而
對
曰
、「
昔
吾
先
王
世
有
輔
弼
之
臣
、
以
能

疑

計
惡
、
以
不
陷
於
大
難
。
今
王
播
棄
黎
老
、
而
近
孩
童
焉
比
謀
、

曰
『
余
令
而
不
違
。』
夫
不
違
、
乃
違
也
。
夫
不
違
、
亡
之
階

也
。
夫
天
之
所
棄
、
必
驟
近
其
小
喜
、
而
遠
其
大
憂
。
王
若
不

得
志
於
齊
、
而
以
覺
寤
王
心
、
而
吳
國
猶
世
。
吾
先
君
得
之
也
、

必
有
以
取
之
。
其
亡
之
也
、亦
有
以
棄
之
。
用
能
援
持
盈
以
沒
、

而
驟
救
傾
以
時
。
今
王
無
以
取
之
、
而
天
祿
亟
至
、
是
吳
命
之

短
也
。
員
不
忍
稱
疾
辟
易
、
以
見
王
之
親
為
越
之
擒
也
。
員
請

先
死
」。

自
殺
。

　

Ｃ
、
將
死
、曰
、「
以
懸
吾
目
於
東
門
、以
見
越
之
入
、吳
國
之
亡
也
。」

　

Ｄ
、�

王
慍
曰
、「
孤
不
使
大
夫
得
有
見
也
。」
乃
使
取
申
胥
之
尸
、
盛

以
鴟
夷
、
而
投
之
於
江
。

　

こ
の
話
の
大
筋
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

Ａ
、�

呉
王
夫
差
自
ら
が
伍
子
胥
を
訊
問
す
る
。「
先
王
の
時
、
呉
が

国
力
を
富
ま
し
て
来
れ
た
の
は
あ
な
た
の
力
で
あ
る
が
、
今
は

老
い
て
も
引
退
せ
ず
、
常
に
悪
を
想
い
、
外
で
は
我
が
臣
下
を

罪
し
、
法
度
を
乱
し
、
我
が
呉
国
に
妖
言
に
よ
り
禍
を
お
こ
そ

う
と
し
て
い
る
。
幸
い
に
わ
し
は
斉
と
の
戦
い
に
勝
っ
た
。
こ

れ
を
子
に
告
げ
る
」
と
。

　

Ｂ
、�

こ
の
呉
王
の
非
難
に
対
し
て
、
伍
子
胥
は
剣
を
釈お

き
「
天
が
国
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を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
時
は
、
小
喜
を
与
え
、
大
憂
を
遠
く

す
る
。
斉
に
勝
つ
と
い
う
天
禄
が
か
く
も
早
く
や
っ
て
く
る
の

は
、
呉
の
滅
亡
が
近
い
証
で
あ
ろ
う
。
呉
王
が
越
に
捕
わ
れ
る

の
は
見
る
に
忍
び
な
い
。
よ
っ
て
先
に
死
な
せ
て
も
ら
う
」
と

云
っ
て
、
自
殺
す
る
。

　

Ｃ
、�

伍
子
胥
は
死
ぬ
前
に
、「
我
が
目
を
抉
っ
て
呉
の
東
門
に
懸
け
よ
。

越
が
入
っ
て
き
て
呉
を
滅
ぼ
す
の
を
見
よ
う
」
と
云
う
。

　

Ｄ
、�

呉
王
は
こ
れ
を
聞
い
て
怒
り
、「
お
前
に
見
る
こ
と
で
き
な
い

よ
う
さ
せ
る
」
と
、
子
胥
の
死
体
を
鴟
夷
の
皮
に
入
れ
て
、
江

に
流
し
た
。

　

Ａ
と
Ｂ
の
呉
王
夫
差
と
伍
子
胥
の
問
答
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
裁
判

（
当
時
は
「
獄
」
と
か
「
訊
獄
」
と
呼
ば
れ
た
）
の
有
り
様
を
下
敷
き

に
し
て
い
る
。「
訊
申
胥
」
と
は
、
王
自
ら
伍
子
胥
を
獄
の
場
で
訊
問

し
た
の
で
あ
る
。「
訊
」
と
は
、「
訊
鞫
」「
訊
問
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

子
胥
の
死
よ
り
大
分
後
の
資
料
で
あ
る
が
、睡
虎
地
秦
簡
『
封
診
式
』

に
「
訊
獄
」
の
項
が
あ
り
、
秦
代
の
裁
判
案
件
を
処
置
す
る
方
式
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
①
被
疑
者
の
弁
解
の
言
を
聞
い
て
、
其
の
言
に
偽
り

が
あ
る
と
知
れ
る
と
き
で
も
、
口
を
さ
し
挟
ま
ず
語
ら
せ
、
之
を
尽
く

書
す
。
②
次
に
「
詰
」
と
い
う
過
程
が
あ
り
、
弁
解
の
言
の
矛
盾
点
を

詰
問
し
、
そ
の
弁
解
の
言
も
書
す
。
③
最
初
の
弁
解
と
詰
の
段
階
の
弁

解
に
矛
盾
が
あ
れ
ば
、
再
度
詰
問
す
る
。�注
６

　

し
か
し
、『
国
語
』
で
は
、
呉
王
は
自
ら
直
接
「
詰
」
を
お
こ
な
っ

た
の
で
あ
る
。
子
胥
は
誰
も
が
知
る
と
お
り
、
呉
の
王
佐
の
功
臣
で
あ

り
重
鎮
で
あ
っ
た
。彼
を
裁
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、呉
王
の
み
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

呉
王
は
、
今
子
胥
が
老
い
て
も
引
退
せ
ず
、（
１
）
常
に
悪
を
想
い
、

（
２
）
外
で
は
我
が
臣
下
を
罪
し
、（
３
）
呉
の
法
度
を
乱
し
、（
４
）

妖
言
に
よ
り
我
が
呉
国
に
禍
を
お
こ
そ
う
と
し
て
い
る
と
具
体
的
な
罪

名
を
挙
げ
て
「
詰
」
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

之
に
対
し
、
伍
子
胥
は
「
剣
を
釈お

く
」。
こ
れ
は
、
自
ら
の
罪
を
認

め
た
と
き
の
所
作
で
あ
る
。

　
『
戦
国
策
』
秦
策
四
に
「
或
爲
六
國
説
秦
王
」
の
一
条
が
載
る
。
楚

の
威
王
が
登
場
す
る
の
で
、
前
３
３
９
年
か
ら
前
３
２
９
年
の
こ
と
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
魏
を
と
が
め
る
た
め
に
斉
が
魏
を
伐
っ
た
が
、
魏

は
斉
侯
の
臣
と
な
り
平
ら
ぎ
を
請
う
た
。
こ
の
斉
の
進
出
に
対
し
て
、

楚
が
脅
威
を
感
じ
、

　

�　

郢
威
王
聞
之
、
寢
不
寐
、
食
不
飽
、
帥
天
下
百
姓
、
以
與
申
縛
遇

於
泗
水
之
上
、
而
大
敗
申
縛
。
趙
人
聞
之
至
枝
桑
、
燕
人
聞
之
至
格

道
。
格
衜
不
通
、
平
際
絶
。
齊
戰
敗
不
勝
、
謀
則
不
得
、
使
陳
毛
釋

劍
（
掫
）［
撮
］
委�

注
７
、
南
聽
罪
、
西
説
趙
、
北
説
燕
、
内
喩
其
百
姓
、

而
天
下
乃
齊
釋
。

　

楚
は
泗
水
で
斉
の
将
申
縛
を
破
る
。
そ
う
な
る
と
、
斉
は
趙
や
燕
か

ら
圧
力
を
受
け
、身
動
き
な
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、陳
毛
を
し
て
「
剣

を
釈お

き
布
の
冠
を
か
ぶ
っ
て
」
使
い
さ
せ
、南
は
楚
に
罪
を
聴
か
し
め
、



七

西
は
趙
に
、
北
は
燕
に
申
し
開
き
を
さ
せ
た
、
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、「
剣
を
釈
き
、
布
冠
す
る
」
行
為
は
、「
南
（
＝
楚
）
に
罪

を
聴
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楚
に
対
し
て
自
ら
罪
を
認
め
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。
伍
子
胥
も
「
剣
を
釈お

く
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
罪
を
認

め
た
の
で
あ
る
。

　

認
め
た
う
え
で
、
呉
王
の
（
１
）
―
（
４
）
の
具
体
的
な
「
詰
」
に

対
し
て
、
な
ん
ら
の
弁
解
を
行
わ
ず
、「
王
が
『
余
が
命
じ
て
違
う
こ

と
は
な
か
れ
』
と
い
う
の
は
、
違
っ
て
い
る
」
と
か
「
斉
に
負
け
て
お

れ
ば
、
呉
は
か
え
っ
て
代
々
続
い
て
ゆ
く
」
と
か
の
や
や
気
高
い
「
理

念
」
的
批
判
や
「
道
義
」
的
非
難
を
呉
王
に
投
げ
つ
け
る
。
最
後
に
「
呉

王
が
越
に
捕
わ
れ
る
の
を
見
る
に
忍
び
な
い
。先
に
死
な
せ
て
も
ら
う
」

と
裁
判
の
敗
北
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
Ａ
と
Ｂ
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
死
す
る
段
階
の
Ｃ
で
は
突
然
、「
吾
目
を
東
門
に
懸

け
よ
。
呉
が
滅
び
る
の
を
み
て
や
ろ
う
」
と
の
咒
言
を
放
ち
、
こ
れ
を

聞
い
た
王
が
Ｄ
で
「
お
前
に
は
（
呉
の
将
来
は
）
見
せ
な
い
」
と
言
っ

て
、
彼
の
死
体
を
鴟
夷
の
皮
に
入
れ
て
、
江
に
流
す
の
で
あ
る
。
子
胥

の
咒
言
と
こ
れ
に
対
抗
し
て
採
ら
れ
た
子
胥
の
死
体
の
河
流
し
は
、
自

死
を
選
ん
だ
子
胥
へ
の
王
の
処
置
が
か
く
も
残
酷
で
あ
っ
た
こ
と
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
裏
返
せ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
伍
子
胥
の

死
に
対
し
て
最
も
強
く
劇
的
効
果
を
生
み
出
す
場
面
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
劇
的
効
果
を
有
し
て
い
る
話
の
筋
も
、
よ
く

考
え
れ
ば
、
少
々
奇
妙
で
あ
る
。
Ｂ
で
「
呉
王
が
越
に
捕
わ
れ
る
の
は

見
る
に
忍
び
な
い
。
よ
っ
て
先
に
死
な
せ
て
も
ら
う
」
と
言
っ
た
伍
子

胥
が
、「
呉
が
滅
び
る
の
を
み
て
や
ろ
う
」
と
の
咒
言
を
放
つ
の
は
、

ま
こ
と
に
奇
妙
で
あ
り
、
論
理
的
に
も
全
く
整
合
し
な
い
こ
と
は
す
ぐ

に
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

こ
れ
に
気
付
い
て
い
た
司
馬
遷
は
、『
国
語
』
の
Ａ
と
Ｂ
の
筋
展
開

は
「
伍
子
胥
伝
」
に
採
用
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、
⑤
の
子
胥
の
遺
言
の
う
ち
、（
あ
）

は『
左
伝
』に
見
え
る
が
、（
い
）の「
自
分
の
眼
を
吳
の
東
門
に
縣
け
よ
」

は
『
左
伝
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
（
い
）
は
『
国
語
』
の
Ｃ
か
ら
採
っ

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
司
馬
遷
は
、
⑤
で
は
、『
左
伝
』
と
『
国
語
』

の
文
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
一
文
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
⑥
の
部
分
、
即
ち
、
子
胥
の
死
体
を
鴟
夷
の
皮
に
入
れ
て
、
江

に
流
し
た
の
は
、
完
全
に
『
国
語
』
の
文
を
採
用
し
て
い
る
。

　
　
　
五
、

　
『
左
伝
』
と
『
国
語
』
を
比
べ
て
み
て
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
、「
伍
子

胥
伝
」
の
子
胥
臨
死
説
話
の
①
―
③
は
、『
左
伝
』
の
Ⅰ
―
Ⅲ
の
筋
展

開
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
④
の
部
分
は
ど

の
よ
う
な
資
料
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

④
の
子
胥
の
怨
言
の
内
容
は
現
在
残
存
の
史
料
中
に
は
見
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
。『
史
記
会
注
考
証
』
は
「
太
宰
嚭
の
讒
・
子
胥
の
歎
は

史
公
、
意
を
以
て
敷
衍
す
」
と
し
、
こ
の
部
分
を
司
馬
遷
の
敷
衍
、
即



八

ち
創
作
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
断
定
は
や
や
早
急
過
ぎ
る
よ
う
で
あ

る
。
作
者
の
確
定
に
や
や
問
題
の
あ
る
書
で
、
そ
の
成
書
過
程
も
累
層

的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
呉
越
春
秋
』�

注
８
の
「
夫
差
内
伝
」
の
中

に
、
④
の
子
胥
の
怨
言
の
内
容
と
類
似
す
る
も
の
が
載
る
。

　

�　

吳
王
聞
子
胥
之
怨
恨
也
、
乃
使
人
賜
屬
鏤
之
劍
。
子
胥
受
劍
、
徒

跣
褰
裳
、
下
堂
中
庭
、
仰
天
呼
怨
、
曰
「
吾
始
爲
汝
父
忠
臣
、
立
吳
、

設
謀
破
楚
、
南
服
勁
越
、
威
加
諸
侯
、
有
霸
王
之
功
。
今
汝
不
用
吾

言
、
反
賜
我
劍
。
吾
今
日
死
、
吳
宮
爲
墟
、
庭
生
蔓
草
、
越
人
掘
汝

社
稷
。
安
忘
我
乎
。
昔
前
王
不
欲
立
汝
、我
以
死
爭
之
、卒
得
汝
之
願
、

公
子
多
怨
於
我
。
我
徒
有
功
於
吳
。
今
乃
忘
我
定
國
之
恩
。
反
賜
我

死
、
豈
不
謬
哉
。」
吳
王
聞
之
、
大
怒
、
曰
「
汝
不
忠
信
、
爲
寡
人

使
齊
、
託
汝
子
於
齊
鮑
氏
、
有
我
外
之
心
。」
急
令
自
裁
「
孤
不
使

汝
得
有
所
見
。」
子
胥
把
劍
仰
天
歎
曰
「
自
我
死
後
、
後
世
必
以
我

爲
忠
、
上
配
夏
殷
之
世
、
亦
得
與
龍
逄
・
比
干
爲
友
。」

伏
劍
而
死
。

　

今
、こ
こ
に
傍
線
を
引
い
た
部
分
を
『
史
記
』
の
④
「
自
若
未
立
時
、

諸
公
子
爭
立
、
我
以
死
爭
之
於
先
王
、
幾
不
得
立
。
若
既
得
立
、
欲
分

吳
國
予
我
、
我
顧
不
敢
望
也
」
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
両
文
が
似
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
呉
越
』
の
ほ
う
に
は
、「
伍

子
胥
伝
」
に
は
な
い
「
昔
前
王
不
欲
立
汝
」
の
文
が
あ
り
、「
伍
子
胥

伝
」
の
「
若
既
得
立
、
欲
分
吳
國
予
我
」
の
部
分
は
『
呉
越
』
の
方
に

は
見
え
な
い
。
よ
っ
て
、『
呉
越
春
秋
』
が
「
伍
子
胥
伝
」
か
ら
採
っ

た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
伍
子
胥
伝
」
と
『
呉

越
春
秋
』
の
祖
源
と
な
っ
た
別
の
史
料
が
存
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
司

馬
遷
と
『
呉
越
』
の
作
者
が
各
々
の
意
図
に
応
じ
て
、
文
を
纏
め
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
④
を
別
の
史
料
か
ら
採
っ
て
、
こ
こ
に
付
加
し
た
司
馬
遷

の
意
図
は
、
夫
差
の
か
つ
て
の
王
位
継
承
が
子
胥
の
助
力
に
よ
っ
て
可

能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
王
が
子
胥
に

死
を
賜
う
こ
と
の
不
条
理
さ
を
さ
ら
に
印
象
付
け
、
こ
の
よ
う
な
恩
人

の
子
胥
に
死
を
賜
う
呉
王
の
処
置
の
「
残
忍
さ
」
や
「
非
人
倫
性
」
を

強
調
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
伍
子
胥
伝
」
と
『
左
伝
』
や
別
の
史
料
、

お
よ
び
『
国
語
』
の
関
係
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
『
左
伝
』
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ　

→　
「
伍
子
胥
伝
」
①
②
③

　
　
　

別
の
史
料　
　
　

 

→　
「
伍
子
胥
伝
」
④

　
　
　
『
左
伝
』
Ⅳ　
　
　

→　
「
伍
子
胥
伝
」
⑤
（
あ
）

　
　
　
『
国
語
』
Ｃ　
　
　

→　
「
伍
子
胥
伝
」
⑤
（
い
）

　
　
　
『
国
語
』
Ｄ　
　
　

→　
「
伍
子
胥
伝
」
⑥

　

こ
れ
よ
り
、
司
馬
遷
が
子
胥
の
臨
死
場
面
を
描
く
に
際
し
て
、
複
数

の
史
料
を
組
合
せ
な
が
ら
、
話
し
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ

う
。
そ
し
て
、
主
要
な
筋
展
開
は
『
左
伝
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
も



九

分
か
る
。

　

何
故
『
国
語
』
の
筋
書
き
を
採
用
せ
ず
、『
左
伝
』
の
方
か
ら
主
な

筋
書
き
を
採
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、『
国
語
』
の

Ｂ
と
Ｃ
の
記
述
に
は
矛
盾
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｂ
で
は
、「
員
不
忍

稱
疾
辟
易
、
以
見
王
之
親
為
越
之
擒
也
」
と
呉
王
が
越
に
捕
わ
れ
る
の

を
見
る
に
忍
び
な
い
と
云
い
な
が
ら
、
す
ぐ
後
の
Ｃ
で
「
越
が
入
っ
て

き
て
呉
を
滅
ぼ
す
の
を
見
よ
う
」
と
云
う
の
で
は
、
伍
子
胥
の
主
張
に

全
く
一
貫
性
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
明
ら
か
な
矛
盾
を

無
視
し
て
子
胥
の
伝
記
を
構
成
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　
『
国
語
』
は
元
々
君
子
の
評
語
や
登
場
人
物
の
対
話
（
此
れ
が
『
国

語
』
の
「
語
」
に
当
た
る
）
を
主
体
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
書
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
、
Ａ
・
Ｂ
（
呉
王
と
子
胥
の
対
話
）
が
こ
れ
に
相
当
す

る
。
こ
れ
に
、
対
話
で
は
な
い
事
実
を
記
す
る
文
（
Ｃ
・
Ｄ
）
が
付
さ

れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
な
の
か
。
こ
れ
を
論
じ
る
前
に
、『
左
伝
』

に
お
け
る
子
胥
の
「
予
言
」（
あ
）
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
六
、

　
『
左
伝
』
に
お
い
て
は
、
呉
の
滅
亡
も
弱
体
化
の
開
始
も
子
胥
の
予

言
通
り
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

子
胥
が
死
ん
だ
年
（
前
４
８
４
）
か
ら
３
年
後
の
、『
左
伝
』
哀
公

十
三
年
（
前
４
８
２
）
に
、
泓
上
の
戦
い
で
越
が
呉
を
破
り
、
同
年
冬
、

呉
越
は
一
応
講
和
し
た
が
、
そ
れ
以
後
、
呉
は
弱
体
化
し
て
ゆ
く
。�注
９

こ
れ
で
「
三
年
、
其
始
弱
矣
」
の
予
言
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
呉

王
夫
差
が
自
殺
し
呉
が
最
終
的
に
滅
び
る
の
は
、
こ
れ
よ
り
９
年
後
の

哀
公
二
十
二
年
（
前
４
７
３
）
で
あ
る�

注
10
が
、
こ
れ
で
、
子
胥
の
「
吳

其
亡
乎
」
の
予
言
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
Ⅳ
の
中
に
あ
る
、
子
胥
の
死
の
直
前
の
「
我
が
墓
に
檟
を

樹
え
よ
」
云
々
の
呪
言
の
如
き
文
句
に
つ
い
て
も
、
述
べ
て
お
こ
う
。

言
っ
て
し
ま
え
ば
身
も
蓋
も
な
い
が
、『
左
伝
』
の
作
者
は
、
呉
の
弱

体
化
す
る
年
も
滅
亡
す
る
年
も
知
っ
て
い
た
の
で
、
子
胥
の
「
予
言
」

と
い
う
形
で
、
呉
の
衰
亡
の
開
始
や
滅
亡
の
「
予
言
」
を
物
語
り
の
伏

線
と
し
て
記
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
予
言
」
通
り

に
呉
の
弱
体
化
も
滅
亡
も
「
実
現
」
す
る
と
い
う
形
を
と
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、『
左
伝
』
の
中
に
数
多
く
見
ら
れ
る
、「
予
言
」
と
そ
の
「
実

現
」
と
い
う
説
話
語
り
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
な
の
で
あ
る
。�注
11
こ
の

定
型
の
パ
タ
ー
ン
は
、
古
代
に
お
い
て
王
や
巫
祝
が
発
し
た
予
言
は
必

ず
実
現
さ
れ
る
、
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
古
代
的
思
惟

の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。『
左
伝
』
や
『
国
語
』
に
は
、

こ
の
よ
う
な
古
代
的
思
惟
に
沿
っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
説
話
が
多
く
見
ら

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、『
左
伝
』

や
『
国
語
』
の
作
者
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
作

為
の
根
底
に
は
、
絶
対
的
予
言
者
の
予
言
が
必
ず
実
現
さ
れ
る
と
い
う

古
代
的
思
惟
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
伍
子
胥
の
「
樹
吾
墓
檟
。
檟
可
材
也
」
と
い
う
呪
詛
の
如
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き
文
句
は
、
す
ぐ
後
の
「
吳
其
亡
乎
」
と
と
も
に
、『
左
伝
』
の
作
者

が
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
呉
滅
亡
の
「
予
言
」
を
子
胥
に
仮
託
し
て

な
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
左
伝
』
の
作
者
の
あ
る
意
味
で

の
「
創
作
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
は
、
子
胥
の
呪
詛
な
ど
籠
め

ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
左
伝
』
の
作
者
の
「
予
言
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
子
胥
が
「
呪
詛
」
を
発
し
て
自
殺
し
た
の

な
ら
、
呉
王
よ
り
な
ん
ら
か
の
懲
罰
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

『
左
伝
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
懲
罰
は
な
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
子

胥
は
『
左
伝
』
の
作
者
の
い
わ
ば
身
代
わ
り
な
の
だ
か
ら
、
当
然
と
い

え
ば
当
然
の
話
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
七
、

　

実
は
、『
左
伝
』
に
お
い
て
、
呉
の
滅
亡
が
「
予
言
」
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
哀
公
十
一
年
の
伍
子
胥
の
言
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
前
、
昭

公
三
十
二
年
（
前
５
１
０
）
に
は
、

　

�　

夏
。
吳
伐
越
。
始
用
師
於
越
也
。
史
墨
曰
。
不
及
四
十
年
、
越
其

有
吳
乎
。
越
得
歲
而
吳
伐
之
。
必
受
其
凶
。

と
、
晋
の
史
墨
が
、「
歳
星
が
越
の
分
野
に
あ
る
と
き
（「
越
得
歲
」）、

そ
れ
を
討
っ
た
呉
は
そ
の
災
い
を
受
け
、
40
年
に
足
り
な
い
年
数
で
滅

び
る
」
こ
と
を
予
言
し
て
い
る
。
実
に
、
呉
の
滅
亡
す
る
哀
公
二
十
二

年
（
前
４
７
３
）
の
丁
度
38
年
前
で
あ
る
（
呉
王
闔
閭
の
四
年
）。
呉

越
の
大
き
な
戦
い
は
何
回
か
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の
戦
い
の
後
に

わ
ざ
わ
ざ
こ
の
「
予
言
」
を
置
い
た
の
か
。�注
12
そ
れ
は
、
こ
こ
で
呉
が

「
始
め
て
師
を
越
に
用
い
た
」
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は

38
年
と
い
う
年
数
に
あ
る
。『
左
伝
』の
杜
注
に「
存
亡
之
數
不
過
三
紀
。

歳
星
三
周
三
十
六
歳
。
故
曰「
不
及
四
十
年
」。
哀
公
二
十
二
年
越
滅
吳
。

至
此
三
十
八
歳
」
と
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
存
亡
の
数
が
超
え
る

こ
と
の
な
い
「
三
紀
」（
36
年
）（
多
く
て
も
40
年
以
内
）
と
い
う
年
数

に
大
体
合
う
、
滅
亡
38
年
前
の
こ
の
呉
越
の
戦
い
の
後
に
「
予
言
」
を

お
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、滅
亡
の
「
予
言
」
の
年
数
合
わ
せ
を
『
左

伝
』
は
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
左
伝
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
数
合
わ
せ
」
の
話
し
が
し
ば
し
ば

現
れ
る
。
原
因
と
結
果
の
神
秘
的
符
合
を
も
た
ら
す
数
へ
の
信
仰
（
あ

る
い
は
こ
だ
わ
り
）
が
『
左
伝
』
の
作
者
に
は
存
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
い
で
に
言
え
ば
、
本
格
的
な
「
呉
越
合
戦
」
は
、
前
４
９
６
年
の

檇
李
の
戦
い
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
戦
い
で
負
傷
し
た
闔
廬
が
そ
の
傷
が

も
と
で
死
に
、
呉
王
を
受
け
継
い
だ
夫
差
が
越
へ
の
復
讐
を
誓
う
こ
と

で
両
国
の
知
力
を
尽
く
し
た
争
い
が
始
ま
る
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
よ
り
、呉
の
滅
亡
ま
で
23
年
で
あ
る
。
し
か
し
、23
年
で
は「
三

紀
」（
＝
36
年
）
と
い
う
「
良
い
数
」、
数
合
わ
せ
に
適
合
す
る
数
に
な

ら
な
い
。
杜
注
が
「
存
亡
之
數
不
過
三
紀
」
と
解
説
し
て
い
る
よ
う
に
、

『
左
伝
』
の
作
者
は
ど
う
し
て
も
、「
三
紀
」
の
方
を
も
ち
い
た
か
っ
た

の
で
あ
る
。
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ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
伍
子
胥
の
言
を
借
り
て
、「
予
言
」
を
行
っ

て
い
る
。

　

哀
公
元
年
（
前
４
９
４
）、
呉
王
夫
差
が
夫
椒
で
越
を
破
っ
た
後
、

呉
王
は
句
践
と
講
和
を
な
そ
う
と
す
る
が
、
伍
子
胥
は
こ
れ
に
反
対
し

諌
め
る
。
し
か
し
、
呉
王
に
聞
き
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
王
の
元
よ
り

退
い
て
き
た
子
胥
は
次
の
よ
う
な
「
予
言
」
を
発
す
る
。

　

�　

退
而
告
人
曰
、「
越
十
年
生
聚
、
而
十
年
教
訓
、
二
十
年
之
外
、

吳
其
爲
沼
乎
」（
越
が
今
後
10
年
間
で
人
口
を
増
や
し
、
そ
の
後
の

10
年
間
で
教
育
・
訓
練
を
お
こ
な
え
ば
、
20
年
余
り
で
呉
は
沼
地
と

な
る
だ
ろ
う
）。

と
あ
る
。「
二
十
年
之
外
」
と
は
、「
二
十
年
と
あ
と
少
し
」
の
意
で
、

哀
公
元
年
よ
り
哀
公
二
十
二
年
の
呉
の
滅
亡
ま
で
の
22
年
を
想
定
し
た

言
い
方
で
あ
り
、「
呉
其
爲
沼
乎
」
と
は
、
呉
の
宮
殿
が
沼
と
化
し
て

い
る
だ
ろ
う
と
云
う
、
滅
亡
の
比
喩
で
あ
る
。
こ
の
「
予
言
」
も
子
胥

に
仮
託
さ
れ
た
『
左
伝
』
の
作
者
の
予
言
で
あ
り
、
哀
公
十
一
年
の
子

胥
の
「
予
言
」
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。

　

則
ち
、『
左
伝
』
に
お
い
て
、
呉
の
滅
亡
の
予
言
は
、
三
度
に
わ
た

り
為
さ
れ
て
お
り
、『
左
伝
』
の
作
者
に
と
っ
て
呉
の
滅
亡
と
い
う
「
事

件
」
が
い
か
に
重
要
だ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。�注
13

　
　
　
八
、

　
『
国
語
』
の
Ｃ
と
Ｄ
の
話
に
戻
ろ
う
。

　

実
は
、
子
胥
の
臨
死
説
話
に
つ
い
て
、『
国
語
』
Ｃ
と
Ｄ
の
話
と
は
、

全
く
展
開
が
異
な
る
内
容
の
話
が
幾
つ
か
の
書
に
録
さ
れ
て
い
る
。
今

『
呂
氏
春
秋
』
知
化
に
記
さ
れ
て
い
る
文
を
挙
げ
よ
う
。�注
14

　

�　

夫
差
興
師
伐
齊
、
戰
於
艾
陵
、
大
敗
齊
師
、
反
而
誅
子
胥
。
子
胥

將
死
曰
「
與
、
吾
安
得
一
目
以
視
越
人
之
入
吳
也
」。
乃
自
殺
。
夫

差
乃
取
其
身
而
流
之
江
、
抉
其
目
、
著
之
東
門
、
曰
、「
女
胡
視
越

人
之
入
我
也
」。

　

こ
の
『
呂
氏
春
秋
』
の
文
で
は
、
子
胥
が
「
一
目
を
得
て
（
生
き
な

が
ら
え
て
）、
越
が
呉
に
入
る
の
を
見
る
に
忍
び
な
い
」
と
言
っ
て
、

自
殺
し
た
後
、夫
差
が
そ
の
死
体
を
江
に
流
し
、子
胥
の
目
を
抉
り
と
っ

て
東
門
に
懸
け
、「
お
前
は
越
が
我
が
呉
に
入
る
こ
と
な
ど
見
れ
る
は

ず
も
な
い
。（
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
自
分
の
目
で
見
と
ど
け
よ
）」
と

云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。�注
15

　

こ
こ
で
、
子
胥
が
死
ぬ
前
に
「
越
が
や
が
て
呉
を
滅
ぼ
す
の
は
見
た

く
な
い
」
と
の
言
を
聞
き
、
子
胥
の
死
体
か
ら
目
を
抉
り
と
っ
て
東
門

に
懸
け
る
の
は
、呉
王
夫
差
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
呉
語
で
は
、

子
胥
自
ら
が
「
我
が
目
を
抉
っ
て
東
門
に
懸
け
よ
」
と
は
云
う
が
、
そ

れ
は
夫
差
に
よ
っ
て
阻
止
せ
ら
れ
、
そ
の
死
体
が
江
に
流
さ
れ
る
こ
と



一
二

に
な
っ
て
い
る
。
目
を
抉
り
取
る
と
い
う
こ
と
は
実
際
に
は
起
こ
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
ど
う
理

解
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
『
漢
書
』
に
注
釈
し
た
こ
と
で
名
高
い
顔
師
古
に
『
匡
謬
正
俗
』
と

い
う
書
が
あ
る
。
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
経
書
・
史
書
・
諸
子
中
の

文
字
や
語
彙
に
つ
い
て
、
誤
っ
た
解
釈
を
正
す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
巻
七
に
「
抉
目
」
の
一
条
が
あ
り
、『
風
俗
通
義
』
の
「
呉
王

夫
差
大
敗
齊
于
艾
陵
、
還
、
誅
子
胥
、
取
其
身
流
之
江
、
抉
其
目
東
門
、

曰
『
使
汝
視
越
之
入
吳
也
』」�

注
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を
引
い
て
、
こ
の
夫
差
の
言
「
汝
に

越
の
呉
に
入
る
を
視
せ
し
め
ん
」
と
あ
る
の
を
批
判
し
て
い
る
。

　

�　

此
是
子
胥
知
越
必
滅
呉
、怨
其
言
之
不
用
耳
。
夫
差
以
不
信
其
言
、

故
殺
之
。
寧
有
夫
差
自
云『
越
當
入
呉
而
令
子
胥
自
視
』。
此
語
謬
矣
。

　

夫
差
は
子
胥
の
「
越
は
必
ず
呉
を
滅
ぼ
す
」
と
の
言
を
信
じ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、「
汝
に
越
の
呉
に
入
る
を
視
せ
し
め
ん
」
と
云
う

は
ず
が
な
い
、
よ
っ
て
こ
の
『
風
俗
通
義
』
の
文
は
誤
り
だ
と
顔
師
古

は
云
う
の
で
あ
る
。

　
『
風
俗
通
義
』
の
文
の
内
容
は
、
上
に
引
い
た
『
呂
氏
春
秋
』
知
化

の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、『
呂
氏
春
秋
』
で
は
、
夫
差
の
言

は
「
女
胡4

視
越
人
之
入
我
也
」
と
な
っ
て
い
て
、「
胡
」
一
字
が
多
い
。

私
は
上
文
で
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
お
前
は
越
が
我
が
呉
に
入
る
こ
と

な
ど
見
れ
る
は
ず
も
な
い
」
と
い
う
訳
を
お
こ
な
っ
た
。「
胡
」
は
「
ど

う
し
て
…
で
き
よ
う
か
」と
い
う
反
語
詞
で
あ
る
。こ
れ
に
随
っ
て
、『
風

俗
通
義
』の「
汝
に
越
の
呉
に
入
る
を
視
せ
し
め
ん
」を
解
す
れ
ば
、「
起

こ
る
は
ず
も
な
い
「
越
の
呉
へ
の
侵
攻
」
を
汝
に
見
せ
よ
う
」
と
い
う

意
で
あ
り
、「
越
の
呉
へ
の
侵
攻
」
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
逆
説
的
に

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
顔
氏
が
、
夫
差
が
云
う
は
ず
も
な
い
と
解
し
た

文
は
、
十
分
夫
差
の
言
葉
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
顔
氏

が
『
呂
氏
春
秋
』
の
方
を
引
か
ず
、『
風
俗
通
義
』
の
文
を
引
い
た
の

に
も
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、『
史
記
』「
伍
子
胥
伝
」
の

伝
を
唯
一
の
史
実
と
考
え
る
正
統
派
史
家
の
弱
点
も
垣
間
見
れ
る
。

　
　
　
九
、

　

呉
語
の
文
は
、
古
代
の
獄
に
お
け
る
裁
き
の
過
程
が
下
敷
き
に
あ
る

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、『
呂
氏
春
秋
』
で
も
そ
の
よ
う
な
習
俗
が

下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
考
え
れ
ば
か
な
り
容
易
に
理
解
で
き

る
。

　

古
代
の
神
判
で
は
、
神
判
に
解
廌
を
も
ち
い
た
。『
説
文
』
巻
十
上

に
「
廌
」
字
の
説
解
が
載
り
、
そ
こ
で
「
解
廌
、
獸
也
。
似
山
牛
、
一

角
。
古
者
決
訟
、
令
觸
不
直
。
象
形
、
从
豸
省
」�

注
17
と
あ
る
。
訴
訟

の
際
、
正
し
く
な
い
方
に
解
廌
が
触
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
の
勝
敗

が
決
す
る
の
で
あ
る
。『
説
文
』
の
こ
の
説
解
に
つ
い
て
、
白
川
静
は
、



一
三

次
の
よ
う
な
説
を
立
て
て
い
る
。

　

�　
〔
墨
子
、
明
鬼
下
〕
に
羊
神
判
の
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
豸ち

は
牝

の
側
身
形
を
写
し
た
も
の
で
、
解
廌
は
ま
た
解か
い

豸ち

と
も
い
う
。
神
判

に
勝
利
を
え
た
牝
の
胸
に
は
、
心
字
形
の
文
彩
を
加
え
た
。
そ
の
字

は
慶
。
勝
訴
を
慶
ぶ
意
。
敗
れ
た
も
の
は
、
そ
の
人
（
大
）
と
、
自

己
詛
盟
の
器
の
蓋
を
と
り
去
っ
た
凵
（
き
ょ
）、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

て
水
に
投
ず
る
。
そ
の
字
は
灋
で
、
の
ち
略
し
て
法
と
な
る
。
灋
は

金
文
に
廃
棄
の
廃
の
意
に
用
い
る
。
の
ち
法
官
の
用
い
る
法
服
の
冠

に
解
豸
冠
を
用
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
形
態
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
な
い
（『
字
統
』
頁
５
６
７
）。�注
18

　
『
墨
子
』
明
鬼
下
の
記
述
と
は
以
下
の
よ
う
な
話
で
あ
る
（
こ
こ
で

は
「
二
羊
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）。

　

�　

昔
者
齊
莊
君
之
臣
有
所
謂
王
里
國
・
中
里
徼
者
、
此
二
子
者
、
訟

三
年
而
獄
不
斷
。
齊
君
由
謙
殺
之
、恐
不
辜
、猶
謙
釋
之
、恐
失
有
罪
。

乃
使
二
人
共
一
羊
、
盟
齊
之
神
社
。
二
子
許
諾
。
於
是
泏
洫
、

羊

出
血
而
漉
其
血
。
讀
王
里
國
之
辭
既
已
終
矣
、
讀
中
里
徼
之
辭
未
半

也
、羊
起
而
觸
之
、折
其
脚
、祧
神
之
而
槁
之
、殪
之
盟
所
。
當
是
時
、

齊
人
從
者
莫
不
見
、
遠
者
莫
不
聞
、
著
在
齊
之
春
秋�

注
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。

　

斉
の
荘
君
は
、
王
里
國
と
中
里
徼
の
訴
訟
に
決
断
が
つ
か
な
か
っ
た

の
で
、
神
社
で
の
神
判
を
挙
行
し
た
。
王
里
国
が
誓
辞
を
読
ん
だ
と
き

は
何
事
も
な
か
っ
た
が
、
中
里
徼
が
誓
辞
を
読
ん
で
い
た
と
き
、
羊
が

起
ち
あ
が
り
、
中
里
徼
の
脚
に
触
れ
、
彼
の
脚
を
折
き
、
跳
り
あ
が
っ

て
彼
を
敲
き
、
彼
を
殪
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
里
徼
の
有

罪
が
決
ま
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
古
代
の
神
判
の
有
様
を
伝
え
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。�注
20

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
神
判
形
式
の
裁
判
は
、
中
央
集
権
の
場
が
確

立
し
、
獄
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
権
力
の
中
心
部
分
で

は
廃
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
民
俗
と
し
て
は
か
な
り
後
世
に
ま
で

残
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

白
川
説
に
従
え
ば
、『
国
語
』
Ｃ
の
「
子
胥
の
死
体
を
鴟
夷
の
皮
に

入
れ
て
、
江
に
流
し
た
」
と
の
記
述
も
き
わ
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
さ

れ
よ
う
。「
鴟
夷
の
革
」
と
は
、
生
牛
の
皮
を
云
い
、
酒
を
入
れ
る
嚢

と
し
て
用
い
た
よ
う
で
あ
る�

注
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が
、
こ
こ
の
場
合
は
、
敗
訴
し
た
側

の
解
廌
あ
る
い
は
敗
訴
者
自
身
の
死
体
を
入
れ
て
河
に
流
す
も
の
で
あ

る
。

　
『
史
記
』
越
王
句
践
世
家
に
よ
れ
ば
、
呉
の
滅
亡
に
功
績
の
あ
っ
た

范
蠡
は
、
呉
滅
亡
後
、
船
を
浮
か
べ
て
斉
に
赴
き
、
そ
こ
で
「
鴟
夷
子

皮
」
と
名
を
変
え
る
。
こ
れ
は
、
司
馬
貞
に
よ
れ
ば
、
子
胥
が
鴟
夷
に

入
れ
ら
れ
流
さ
れ
た
の
に
因
み
、
自
ら
罪
有
り
と
し
て
号
と
し
た
も
の

だ
と
云
う
。�注
22
名
を
か
く
改
め
る
こ
と
で
罪
あ
る
身
を
自
ら
罰
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。



一
四

　
『
呂
氏
春
秋
』
賛
能
に
一
つ
の
話
が
載
る
。
斉
の
内
乱
時
、
か
つ
て

斉
の
桓
公
を
射
殺
せ
ん
と
し
た
管
仲
（
夷
吾
）
が
魯
で
捕
ら
え
ら
れ
る
。

鮑
叔
は
管
仲
こ
そ
桓
公
を
覇
者
足
ら
し
め
る
者
だ
と
彼
を
推
挙
し
、
桓

公
は
し
ぶ
し
ぶ
鮑
叔
の
言
を
聴
き
入
れ
、
魯
に
管
仲
の
護
送
を
要
求
す

る
。

　

�　

於
是
乎
使
人
告
魯
曰
、「
管
夷
吾
、
寡
人
之
讎
也
、
願
得
之
而
親

加
手
焉
」
魯
君
許
諾
、
乃
使
吏
鞹
其
拳
、
膠
其
目
、
盛
之
以
鴟
夷
、

置
之
車
中
、
至
齊
境
」。

　

斉
の
桓
公
か
ら
魯
君
へ「
管
仲
は
私
の
仇
で
あ
る
。
自
ら
罰
し
た
い
」

と
伝
え
、
そ
こ
で
管
仲
は
両
手
を
皮
の
嚢
詰
め
に
さ
れ
、
目
を
膠に
か
わで

封

じ
ら
れ
、
鴟
夷
の
皮
に
入
れ
ら
れ
て
斉
の
国
境
ま
で
運
ば
れ
た
の
で
あ

る
。「
鞹
其
拳
」も「
膠
其
目
」も「
盛
之
以
鴟
夷
」も
す
べ
て
罪
科
を
被
っ

て
刑
死
し
た
者
へ
の
処
置
で
あ
る
。
則
ち
、
斉
公
を
殺
そ
う
と
し
た
罪

人
た
る
管
仲
は
、
死
せ
る
罪
人
と
い
う
「
河
流
し
」
の
形
態
を
と
っ
て

斉
に
送
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。�注
23

　

私
は
、
范
蠡
が
「
鴟
夷
子
皮
」
と
名
を
変
じ
た
の
も
、
自
ら
の
身
を

罪
人
と
み
な
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。
け
っ
し
て
子
胥
に
因
む
も

の
で
は
な
か
ろ
う
。
范
蠡
が
越
を
出
て
名
を
変
じ
た
の
は
、
呉
の
滅
亡

か
ら
さ
ほ
ど
時
を
経
て
お
ら
ず
、
そ
の
時
に
は
、
子
胥
の
河
流
し
の
伝

説
は
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当

時
の
神
判
の
民
俗
に
そ
の
よ
う
な
習
俗
が
存
し
、
范
蠡
は
こ
れ
に
従
っ

て
、
自
ら
の
身
を
有
罪
と
し
罰
し
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
司
馬

貞
の
説
は
、
子
胥
の
河
流
し
の
伝
説
が
定
着
し
て
か
ら
後
に
成
り
立
つ

も
の
で
あ
る
。

　

神
判
に
敗
れ
た
者
の
死
体
（
或
い
は
そ
れ
に
用
い
た
羊
等
）
は
、
鴟

夷
の
皮
に
入
れ
ら
れ
江
に
流
さ
れ
る
前
に
、
お
そ
ら
く
両
手
を
袋
詰
め

に
さ
れ
、
目
を
外
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
故
か
。
そ
れ
は
手
や
目
が

そ
の
人
の
霊
力
の
源
泉
で
あ
り
、
外
部
の
人
間
や
自
然
と
交
流
し
、
人

間
や
自
然
の
霊
力
に
対
し
て
自
己
を
実
現
さ
せ
る
力
を
有
す
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
特
に
目
に
つ
い
て
は
、
白
川
静
は
、「
見
」「
省
」「
德
」

な
ど
の
「
目
」
を
含
む
文
字
の
原
義
に
、
目
に
そ
の
よ
う
な
霊
的
力
が

存
し
て
い
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。�注
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そ
の
よ
う
な
目
を
敗
訴
者
の
死
体
か
ら
外
す
の
は
、
死
後
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
け
ば
、
必
ず
や
後
に
生
者
に
対
し
て
報
復
的
霊
力
を
発
揮
す

る
こ
と
を
防
御
す
る
た
め
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
呉
・
越
や
魯
・
斉
の

地
に
は
そ
の
よ
う
な
習
俗
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
呂
氏
春
秋
』

賛
能
で
、
管
仲
が
鴟
夷
の
皮
に
入
れ
ら
れ
斉
に
送
り
返
さ
れ
る
時
、「
其

目
を
膠
し
」
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
本
来
な
ら
目
を

外
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
斉
よ
り
生
き
た
ま
ま
で
送
り
返
せ
と
言
わ

れ
た
の
で
、
目
を
外
す
代
わ
り
の
行
為
、「
膠
其
目
」
を
管
仲
に
加
え

た
の
で
あ
る
。



一
五

　
　
　
一
〇
、

　

民
俗
と
し
て
、
呉
越
地
方
や
魯
・
斉
に
は
神
判
に
お
け
る
敗
訴
者
の

河
流
し
の
風
俗
が
あ
っ
た
。
河
流
し
の
前
に
は
、
死
体
の
手
を
袋
詰
め

し
、
死
体
か
ら
目
を
抉
り
取
る
習
俗
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。『
国
語
』

や
『
呂
氏
春
秋
』
知
化
に
お
け
る
、
子
胥
の
裁
判
か
ら
自
死
へ
の
過
程

は
こ
の
よ
う
な
習
俗
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
こ
の
習
俗
を
獄
に
お
い

て
有
罪
と
さ
れ
た
子
胥
の
臨
死
場
面
に
当
て
は
め
、
伝
説
化
・
物
語
化

し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伝
説
化
の
過
程
で
、
敗
訴
者
と
し
て
の
子

胥
の
目
も
抉
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な

習
俗
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
限
り
、
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、
子
胥
の
抉
ら
れ
た
目
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
と
当
時
の
子
胥
説

話
を
形
成
し
て
い
た
者
た
ち
は
考
え
た
の
か
。
子
胥
は
、
春
秋
末
期
を

代
表
す
る
呉
の
功
臣
で
あ
り
、
大
政
治
家
・
大
軍
事
家
と
し
て
生
き
た

英
雄
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
目
は
死
ん
だ
後
も
強
大
な
霊
力
を
有

す
る
と
説
話
者
た
ち
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、呉
の
「
東
門
」

に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
の
東
方
に
あ
っ
た
越
か
ら
の
霊
力
に
対
抗

す
る
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
は
ず
だ
と
当
時
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
子

胥
は
一
貫
し
て
対
越
主
敵
論
者
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
任
に
は
最
適

だ
っ
た
。「
東
門
」
こ
そ
は
、
越
と
の
境
を
区
切
る
最
大
の
結
界
の
場

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、わ
が
国
に
お
い
て
、村
々
の
境
に
置
か
れ
る
「
道
切
り
」「
辻

切
り
」と
呼
ば
れ
る
風
俗
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
村
の
入
り
口
に
、

注し

連め

縄
、
草
履
、
道
祖
神
な
ど
を
お
く
こ
と
に
よ
り
、
他
所
か
ら
の
悪

霊
や
魔
力
の
侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
考
え
方
と
同
じ
種
類
の
思
考
が
呉
越

の
地
に
も
存
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、『
国
語
』
と
『
呂
氏
春
秋
』
の
二
つ
の
説

話
に
分
岐
し
て
い
っ
た
そ
も
そ
も
の
原
形
態
が
自
か
ら
明
ら
か
に
な

る
。

　
「
獄
に
か
け
ら
れ
、
罪
人
と
し
て
自
殺
し
た
子
胥
の
遺
体
か
ら
、
目

が
は
ず
さ
れ
、
そ
れ
は
呉
の
東
門
に
懸
け
ら
れ
た
。
そ
の
死
体
は
鴟
夷

の
皮
に
入
れ
ら
れ
江
に
流
さ
れ
た
」。こ
れ
が
、説
話
の
原
形
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
、
呉
王
夫
差
を
主
導
者
と
し
て
加
え
、
彼
に
「
越
が
我
が
呉

に
入
る
こ
と
な
ど
起
こ
る
は
ず
も
な
い
こ
と
を
お
前
自
ら
見
よ
」
と
の

言
を
吐
か
せ
れ
ば
、『
呂
氏
春
秋
』
の
説
話
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
る
。「
目

を
東
門
に
懸
け
る
」
こ
と
を
子
胥
の
呪
言
と
し
、
こ
れ
を
聞
い
た
呉
王

が
憤
り
、
子
胥
の
死
体
を
河
流
し
す
る
こ
と
で
子
胥
の
遺
言
を
阻
止
し

た
と
い
う
筋
書
き
に
す
れ
ば
、『
国
語
』
の
説
話
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

勿
論
、
こ
の
よ
う
な
説
話
の
変
容
は
、
説
話
の
自
然
発
展
的
な
も
の

で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
話
の
筋
展
開
に
は
、
か
な
り
高
度
な
思
想
性
が

感
ぜ
ら
れ
る
。

　

特
に
『
国
語
』
の
方
に
は
、
呉
の
滅
亡
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
賢
臣

へ
の
評
価
と
、
そ
の
よ
う
な
彼
の
諫
言
を
聞
き
入
れ
ず
、
滅
亡
を
み
ず

か
ら
招
い
た
君
王
へ
の
批
判
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
評

価
と
批
判
が
、『
国
語
』の
Ｃ
と
Ｄ
の
話
の
展
開
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
Ａ
と
Ｂ
に
お
い
て
、
王
の
詰
問
に
対
し
て
、
自
ら
の
罪
を
認
め



一
六

た
子
胥
が
、
Ｃ
と
Ｄ
で
突
然
意
を
翻
し
て
呪
言
を
放
つ
と
い
う
や
や
無

理
な
筋
書
き
に
し
て
も
、
諫
言
が
無
視
さ
れ
、
死
に
追
い
込
ま
れ
た
子

胥
の
無
念
さ
を
主
軸
に
置
き
、
さ
ら
に
無
道
な
呉
王
の
残
酷
な
処
置
を

強
調
せ
ん
と
す
る
能
動
的
意
図
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
作
為
は
、
我
々
か
ら
み
れ
ば
、
あ
る
種
の
「
創
作
」
で
あ
り
、
こ
れ

に
は
『
漢
書
』
芸
文
志
に
云
う
「
小
説
家
者
流
、
街
談
巷
語
、
衜
聽
塗

説
者
之
所
造
也
」
と
言
わ
れ
る
人
々
の
関
与
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

想
像
さ
せ
る
。

　
　
　
一
一
、

　
『
史
記
』「
伍
子
胥
伝
」
は
、
①
―
③
で
は
『
左
伝
』
の
筋
書
き
を
採

用
し
た
。
こ
れ
に
④
の
部
分
を
別
の
史
料
か
ら
持
っ
て
き
て
加
え
て
、

子
胥
の
恨
み
を
強
調
し
た
。
更
に
、
⑤
で
は
、（
あ
）
の
遺
言
「
呉
王

の
棺
の
材
を
植
え
よ
」（『
左
伝
』
よ
り
採
る
）
と
（
い
）
の
遺
言
「
吾

が
目
を
東
門
に
懸
け
よ
」（『
国
語
』
よ
り
採
る
）
の
二
つ
を
結
び
つ
け
、

自
ら
の
諫
言
を
用
い
な
か
っ
た
呉
王
へ
の
批
判
、
そ
し
て
そ
の
事
が
導

く
呉
の
滅
亡
を
予
言
す
る
と
い
う
形
に
し
た
。
⑥
で
は
、『
国
語
』
の

Ｄ
に
依
り
、呉
王
の
子
胥
へ
の
憤
り
と
「
見
せ
し
め
」
的
処
置
と
し
て
、

死
体
の
河
流
し
を
記
し
た
。
司
馬
遷
に
古
代
の
神
判
の
民
俗
を
記
す
と

い
う
意
識
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
、『
左
伝
』『
国
語
』
に
依
り
な
が
ら
、
司
馬
遷
の
お
こ
な
っ

た
「
作
為
」
で
あ
る
。
こ
の
作
為
に
よ
っ
て
、「
伍
子
胥
伝
」
は
、
ど

の
よ
う
な
伝
記
に
な
っ
た
の
か
。

　

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
に
司
馬
遷
の
「
作
為
」
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
胥
の
臨
死
説
話
が
格
段
に
凄
み
0

0

を
益
し
、
面
白
く
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
は
、
史
家
と
し
て
史
料
に
基
づ
き
歴
史

を
描
き
出
す
と
い
う
基
本
姿
勢
は
貫
き
な
が
ら
も
、
複
数
の
史
料
の
採

用
と
組
み
替
え
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
「
読
ん
で
」
面
白
い
内
容
に
し
て

ゆ
く
と
い
う
構
成
上
の
操
作
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
司
馬
遷
の
こ
の
よ
う
な
組
み
換
え
に
よ
っ
て
、『
左
伝
』
が

意
図
し
て
い
た
「
予
言
」
と
そ
の
「
実
現
」
と
い
う
説
話
の
完
結
性
は

失
わ
れ
、『
国
語
』
が
い
ま
だ
留
め
て
い
た
古
代
の
神
判
を
下
敷
き
に

し
た
罪
人
子
胥
の
身
体
的
処
理
の
「
名
残
り
」
も
ほ
ぼ
想
起
で
き
な
く

な
っ
た
。
司
馬
遷
が
創
り
だ
し
た
の
は
、自
ら
の
意
思
の
基
に
行
動
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
死
す
ら
も
避
け
ぬ
一
人
の
士
大
夫
の
決
意
の
人
生
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
伝
記
か
ら
、
司
馬
遷
自
身
が
、
士
大

夫
と
し
て
か
く
生
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
も
可
能
で
は
な

か
っ
た
か
と
い
う
思
い
も
聞
こ
え
て
く
る
。こ
れ
が
今
も
、「
伍
子
胥
伝
」

を
読
む
我
々
に
感
動
と
感
慨
を
与
え
る
原
因
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
注

１
、�「
伍
子
胥
伝
」
に
は
、「
王
闔
廬
元
年
、
擧
伍
子
胥
爲
行
人
而
與
謀

國
事
」
と
前
５
１
４
年
の
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
左
伝
』
定

公
四
年
（
前
５
０
６
）
に
「
伍
員
爲
呉
行
人
以
謀
楚
」
と
あ
る
の

と
年
代
が
異
な
る
。「
行
人
」は『
左
伝
』に
頻
出
す
る
が
、呉
の「
行



一
七

人
」
が
ど
の
よ
う
な
官
掌
で
あ
っ
た
か
不
明
。
一
種
の
外
交
官
的

職
掌
で
あ
っ
た
の
か
。

２
、�
伍
子
胥
の
死
後
か
ら
司
馬
遷
の
時
代
ま
で
に
、
彼
の
生
涯
が
演
劇

化
さ
れ
た
り
、
講
談
で
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
確
実
な
証
は
、
今

の
と
こ
ろ
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
後
漢
の
画
像
鏡
の

一
つ
に
、
自
刃
す
る
伍
子
胥
や
呉
王
、
越
王
・
范
蠡
お
よ
び
美
女

二
人
が
描
か
れ
た
も
の
が
あ
る
（
巻
末
図
参
照
）。
こ
れ
ら
の
鏡

は
民
間
工
房
で
作
ら
れ
、
民
間
へ
売
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
民
間

で
子
胥
の
故
事
が
よ
く
語
ら
れ
、知
ら
れ
て
い
た
証
と
で
き
よ
う
。

ま
た
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
諸
子
略
・
雑
家
に
「
伍
子
胥
八
篇
」
が
、

兵
書
略
・
兵
技
巧
に
「
伍
子
胥
十
篇　

図
一
巻
」
が
載
る
が
、
い

ず
れ
も
子
胥
に
仮
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
が
民
間
で
人
気
が

あ
っ
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

�［
補
］『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
書
（
五
）』（
二
〇
〇
五
、一
二
）

の
中
に
「
鬼
神
之
明
」
と
い
う
一
篇
五
簡
の
文
が
あ
り
、
そ
の
第

三
簡
に
「
及
五
（
伍
）
子
疋
（
胥
）、天
下
之
垩
人
也
。
鴟　
（
夷
）

而
死
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
伍
子
胥
に
つ
い
て
の
最
古
の
出
土
資
料

で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
の「
垩
人
」が
後
世
、子
胥
に
冠
せ
ら
れ
る「
忠

臣
」
と
ど
の
様
な
関
係
を
有
す
る
か
は
今
後
の
検
討
を
挨
た
ね
ば

な
ら
な
い
。

３
、�

呉
の
人
が
子
胥
の
祠
を
建
て
た
の
は
、
相
当
後
世
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
⑦
は
子
胥
の
臨
死
説
話
と
直
接
関
わ
ら
な
い
の
で
、
以

後
、
分
析
か
ら
は
除
外
す
る
。

４
、�

こ
の
説
話
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
五
で
詳
し
く
行
っ
て
い
る
。

５
、�

呉
語
の
冒
頭
に
見
え
る
「
申
胥
」
の
韋
注
に
「
申
胥
、
楚
大
夫
伍

奢
之
子
子
胥
也
。
名
、
員
。
魯
昭
二
十
年
奢
誅
于
楚
、
員

吳
。

吳
與
之
申
地
。
故
曰
申
胥（
申
胥
は
楚
の
大
夫
伍
奢
之
子
子
胥
也
。

名
は
員
。
魯
昭
二
十
年
、
奢
楚
に
誅
せ
ら
れ
、
員
呉
に
奔
る
。
呉

之
に
申
の
地
を
与
う
。
故
に
申
胥
と
曰
う
）」
と
あ
る
。

６
、�『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
１
９
９
０
年
９
月
）
の
「
封
診
式
」
１
―

５
に
「
凡
訊
獄
、必
先
盡
聽
其
言
而
書
之
、各
展
其
辭
、雖
智
（
知
）

其
訑
、勿
庸
輒
詰
。
其
辭
已
盡
書
而
毋
（
無
）
解
、乃
以
詰
者
詰
之
。

詰
之
有
（
又
）
盡
聽
書
其
解
辭
、
有
（
又
）
視
它
毋
（
無
）
解
者

以
復
詰
之
。
詰
之
極
而
數
訑
、更
言
不
服
、其
律
當
治（
笞
）諒（
掠
）

者
、乃
治
（
笞
）
諒
（
掠
）。
治
（
笞
）
諒
（
掠
）
之
必
書
曰
、「
爰
書
、

以
某
數
更
言
、
毋
（
無
）
解
辭
、
治
（
笞
）
訊
某
」
と
あ
る
。
籾

山
明
『
中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究
』（
２
０
０
６
年
２
月
）
の

頁
92
に
こ
の
文
の
全
訳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
「
お
よ
そ
訊

問
に
あ
た
っ
て
は
、必
ず
先
ず
当
事
者
の
言
い
分
を
す
べ
て
聞
き
、

そ
れ
を
文
書
に
記
録
せ
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
供
述
を
行
わ
せ
、
偽
り

で
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
も
、
す
ぐ
に
詰
問
し
て
は
な
ら
な
い
。
供

述
が
す
べ
て
記
録
さ
れ
終
わ
り
、
釈
明
な
し
の
意
思
表
示
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
で
詰
問
す
べ
き
事
項
を
詰
問
せ
よ
。
詰
問
し
た
ら
再
度

そ
の
釈
明
の
言
葉
を
聞
き
取
っ
て
記
録
し
、
更
に
そ
の
他
の
釈
明

な
き
供
述
を
示
し
て
、
も
う
一
度
そ
れ
を
詰
問
せ
よ
。
詰
問
に
手

を
尽
く
し
た
が
、〔
被
詰
問
者
が
〕
何
度
も
虚
言
を
述
べ
、
言
を
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ひ
る
が
え
し
て
罪
状
を
認
め
ず
、
律
の
規
定
に
よ
り
拷
問
に
相
当

す
る
場
合
は
、
そ
こ
で
拷
問
せ
よ
。
拷
問
し
た
場
合
は
必
ず
「
爰

書
。
某
は
何
度
も
言
を
ひ
る
が
え
し
て
釈
明
が
な
い
の
で
、
拷
問

を
用
い
て
某
を
訊
問
し
た
」
と
記
せ
」
と
あ
る
。

７
、�

孫
詒
譲
の
『
札
迻
』
巻
三
に
「
戦
国
策
注
」
の
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
。
本
条
の
「
使
陳
毛
釋
劍
掫
委
」
と
鮑
注
「
掫
、
夜
戒
、
有

所
撃
引
。
釋
二
者
、
不
自
衛
、
示
卑
也
」
を
批
判
し
て
「
按
、「
掫

委
」
義
難
通
、
鮑
以
「
扞
掫
」
爲
釋
、
亦
與
聽
罪
・
示
卑
之
義
無

會
、
殆
非
也
。
疑
「
掫
」
當
爲
「
撮
」
之
譌
。・・・
此
「
撮
」「
委
」

即
謂
布
冠
。
蓋
常
禮
劒
冠
帛
、
今
以
聽
罪
殺
服
、
故
釋
劒
布
冠
、

正
自
卑
損
之
意
」
と
云
う
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

８
、�『
隋
書
』
経
籍
志
巻
二
に
「
呉
越
春
秋
十
二
巻
趙
曄
撰
」「
呉
越
春
秋

削
繁
五
巻
楊
方
撰
」「
呉
越
春
秋
十
巻
皇
甫
遵
撰
」
と
あ
る
。
今
本
『
呉

越
春
秋
』
十
巻
は
後
漢
の
趙
曄
の
撰
と
さ
れ
る
が
、
経
籍
志
に
云

う
「
十
二
巻
」
と
巻
数
が
合
わ
な
い
。
ま
た
、
楊
方
五
巻
本
と
皇

甫
遵
十
巻
本
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
書
に
は
佚
文
が
あ
り
、

顧
観
光
と
徐
乃
昌
の
輯
本
が
存
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
、張
覚
『
呉

越
春
秋
校
注
』（
２
０
０
６
年
４
月
）を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

こ
の
書
の
佚
文
の
一
つ
に
、
越
よ
り
呉
に
献
上
さ
れ
て
い
た
西
施

の
最
後
に
関
す
る
説
話
も
あ
る
。
後
の
注
23
参
照
）。

９
、�『
左
伝
』
哀
公
十
三
年
の
「
六
月
丙
子
、
越
子
伐
吳
。
爲
二
隧
、

疇
無
餘
・
謳
陽
自
南
方
先
及
郊
。・
・
・
越
子
至
、
王
子
地
守
。

丙
戌
。
復
戰
。
大
敗
吳
師
。
獲
大
子
友
・
王
孫
彌
庸
・
壽
於
姚
。

丁
亥
。
入
吳
。・
・
・
冬
、
吳
及
越
平
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。

10
、�『
左
伝
』
哀
公
二
十
二
年
の
「
冬
、
十
一
月
丁
卯
、
越
滅
吳
。
請

使
吳
王
居
甬
東
、
辭
曰
『
孤
老
矣
。
焉
能
事
君
』、
乃
縊
。
越
人

以
歸
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。

11
、�

小
倉
芳
彦
は
云
う
、「
現
に
存
在
す
る
『
左
伝
』
の
編
成
原
理
は
、

ど
の
よ
う
に
雑
多
な
来
歴
を
も
つ
記
録
や
説
話
で
あ
ろ
う
と
、
そ

れ
を
『
春
秋
』
の
年
次
、
四
季
、
月
日
の
順
序
に
配
列
し
直
す
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
で
元
来
は
一
塊
の
説
話
で
あ
っ
た
は

ず
の
も
の
が
、
ズ
タ
ズ
タ
に
年
代
順
に
輪
切
り
に
さ
れ
、
長
い
年

月
に
わ
た
っ
て
散
在
す
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
で
い
る
」（
岩
波

文
庫
『
春
秋
左
氏
伝
』
下
の
「
解
説
」）
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、『
左

伝
』
の
中
に
は
、
多
数
の
「
一
塊
の
説
話
」
が
分
散
的
に
保
存
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
す
で
に
早
く
か
ら
気
付
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
「
一
塊
の
説
話
」
ご
と
に
編
纂
し
な
お
す
仕
事

も
す
で
に
成
さ
れ
て
い
る
。
清
の
高
士
奇
の
『
左
伝
記
事
本
末
』

五
三
巻
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
一
塊
の
説
話
の
始
ま
り
や

途
中
に
賢
臣
や
君
子
、
占
人
、
仲
尼
な
ど
に
よ
る
「
予
言
」
が
お

か
れ
、次
に
そ
の
説
話
に
関
係
す
る
い
く
つ
か
の
事
件
が
生
起
し
、

や
が
て
そ
の
結
果
と
し
て
「
予
言
」
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
類
似

的
な
パ
タ
ー
ン
の
下
に
、『
左
伝
』
中
の
説
話
は
配
置
さ
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
予
言
」
自
体
は
「
一
塊
の
説
話
」
に
元

か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、『
左
伝
』の
作
者
の
創
作
で
あ
ろ
う
。
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今
、
こ
の
論
考
が
論
じ
て
い
る
「
子
胥
臨
死
伝
説
」
も
、
例
え
ば
、

『
左
伝
記
事
本
末
』
で
は
巻
五
一
「
句
践
滅
呉
」
に
「
一
塊
の
説
話
」

と
し
て
復
原
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
昭
公
三
十
二
年
の
史
墨
の

「
予
言
」
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。

12
、�

こ
の
呉
か
ら
越
へ
の
攻
撃
は
、『
史
記
』「
呉
太
伯
世
家
」
に
「
五

年
、伐
越
、敗
之
」と
あ
る
だ
け
で
他
事
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。

同
「
越
王
句
践
世
家
」
で
も
「
允
常
之
時
、
與
吳
王
闔
廬
戰
而
相

怨
伐
」
と
あ
る
だ
け
の
記
述
で
、
呉
越
の
存
亡
に
殆
ど
関
わ
ら
な

い
小
規
模
な
戦
い
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、『
左
伝
』
の
作

者
に
と
っ
て
は
予
言
を
こ
こ
に
置
く
た
め
に
ど
う
し
て
も「
必
要
」

な
戦
い
で
あ
っ
た
。

13
、�『
春
秋
経
』
の
記
載
は
、
哀
公
十
六
年
（
前
４
７
９
）
の
「
夏
四

月
己
丑
、
孔
丘
卒
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
伝
」

た
る
『
左
伝
』
は
、さ
ら
に
止
ま
る
こ
と
な
く
哀
公
二
十
七
年
（
前

４
６
８
）
ま
で
11
年
間
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
続
け
て
い
る
。
こ

れ
は
、『
左
伝
』
の
作
者
が
哀
公
二
十
二
年
（
前
４
７
３
）
の
呉

の
滅
亡
や
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
（
前
４
７
９
）
の
哀
公
の
越
へ
の

亡
命
お
よ
び
趙
襄
子
に
よ
る
「
知
伯
の
亡
滅
」（
実
際
の
滅
亡
は
、

前
４
５
３
年
、
周
の
定
王
十
六
年
）
を
ど
う
し
て
も
記
し
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
こ
の
三
事
件
は
『
左
伝
』
の
作
者

に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
だ
っ
た
が
故
に
他
な
ら
な
い
。

14
、�「
越
王
が
子
胥
の
目
を
抉
り
取
っ
て
呉
都
の
東
門
に
懸
け
る
」
と

い
う
「
知
化
」
の
説
話
と
同
一
説
話
が
、
後
に
検
討
す
る
『
匡
謬

正
俗
』に
引
か
れ
る『
風
俗
通
義
』佚
文
に
も
見
え
る
。
ま
た
、『
荘

子
』「
盗
跖
」
に
「
比
干
心
を
剖
か
れ
、
子
胥
眼
を
抉
ら
る
る
は

忠
の
禍
也
」
と
あ
り
、『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
に
「
子
は
義
者
を
以

て
聽
と
為
す
や
。
則
ち
伍
子
胥
は
何
爲
れ
ぞ
目
を
抉
ら
れ
て
呉
の

東
門
の
懸
け
ら
る
」
と
あ
り
、賈
誼
の
『
新
書
』「
身
痺
」
に
「
伍

子
胥
、
事
の
為
す
べ
か
ら
ざ
る
を
見
て
、
籠
を
何に
な

い
て
自
ら
水
に

投
じ
、
目
抉
ら
れ
て
東
門
に
望
み
、
身
鴟
夷
し
て
江
に
浮
か
ぶ
」

と
あ
り
、『
楚
辞
』
劉
向
の
「
九
歎
」「
遠
遊
」
に
「
呉
の
申
胥
の

眼
を
抉
ら
る
」
と
あ
り
、
す
べ
て
子
胥
が
目
を
抉
ら
れ
た
と
い
う

説
話
の
断
片
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。『
呂
氏
春
秋
』『
風
俗
通
義
』

以
外
は
目
を
抉
っ
た
主
体
が
呉
王
で
あ
る
と
は
明
記
し
て
い
な
い

が
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
す
べ
て
そ
れ
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
。

15
、�「
子
胥
將
死
曰
」
以
下
の
子
胥
の
言
「
與
、
吾
安
得
一
目
以
視
越

人
之
入
呉
也
」と
夫
差
の
語「
女
胡
視
越
人
之
入
我
也
」に
つ
い
て
、

幾
つ
か
の
書
で
解
釈
が
異
な
っ
て
い
る
。
国
訳
漢
文
大
成
『
呂
氏

春
秋
』
で
は
、「
與
」
を
「
た
め
に
」
と
訓
ん
で
、「
吾
が
た
め
に

安
ん
ぞ
一
目
を
得
、以
て
越
人
の
呉
に
入
る
を
視
ん
」
と
訓
読
し
、

「
吾
が
一
眼
を
留
め
置
き
て
越
の
兵
が
呉
に
攻
め
入
る
を
見
た
し

と
の
意
」
と
解
す
る
。「
安
ん
ぞ
」
は
反
語
の
詞
で
あ
る
の
で
、「
見

た
し
」
で
は
な
く
、「
見
た
く
な
い
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
胥
は
い
ず
れ
越
が
呉
の
入
る
の
を
見
た
く
な
い
の
で
、
自
死
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、「
見
た
い
」
で
は
、
文
意
も
通
ら
な
い
の
で
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あ
る
。
新
編
漢
文
選
の
楠
山
春
樹
の
『
呂
氏
春
秋
』（
平
成
10
年
）

で
は
、「
與
」
を
感
嘆
詞
と
解
し
、「
與
（
あ
あ
）、
吾
安
に
か
一

目
を
得
て
、
以
て
越
人
の
呉
に
入
る
を
視
ん
」
と
訓
読
し
、
こ
こ

を
「
あ
あ
、
わ
し
は
ど
う
に
か
し
て
目
玉
を
一
つ
て
に
入
れ
て
、

越
人
が
呉
に
侵
入
し
て
く
る
さ
ま
を
な
が
め
た
い
も
の
だ
」
と
訳

し
て
い
る
。
こ
の
解
で
は
、「
安
」
に
「
ど
う
に
か
し
て
」
と
い

う
義
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う
義
は
存
在
し
な
い
。

ま
た
、「
女
胡
視
越
人
之
入
我
也
」
に
も
「
ど
う
し
て
貴
様
に
越

兵
の
吾
が
国
に
侵
入
す
る
様
を
見
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
ぞ
」
と

訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
夫
差
が
ど
う
し
て
子
胥
の
目
を
東

門
に
懸
け
た
の
か
文
脈
的
に
整
合
し
な
い
。
こ
こ
は
、子
胥
が「
生

き
な
が
ら
え
て
、
越
の
侵
入
な
ど
見
た
く
な
い
」
と
自
殺
し
た
の

に
対
し
て
、
夫
差
が
「
越
の
侵
入
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
を
自
分

の
目
で
確
か
め
よ
」
と
子
胥
の
目
を
東
門
に
懸
け
た
、
と
解
し
て

初
め
て
文
脈
が
通
じ
る
の
で
あ
る
。
二
書
と
も
そ
の
解
釈
を
誤
っ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
、『
史
記
』
の
文
か
ら
の
影
響
を
払
拭
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

16
、�『
風
俗
通
義
』
の
こ
の
佚
文
は
、『
匡
謬
正
俗
』
に
引
か
れ
る
以
外
、

他
書
に
は
引
か
れ
て
い
な
い
。

17
、�『
説
文
』
の
文
は
「
解
廌
は
獸
也
。
山
牛
に
似
て
、
一
角
。
古
は

訟
を
決
す
る
に
、（
解
廌
を
し
て
）
不
直
（
正
し
く
な
い
方
）
に

触
れ
し
む
。
象
形
、
豸
の
省
に
从し
た
がう
」
と
訓
む
。

18
、�

白
川
氏
の
こ
の
解
釈
は
、『
説
文
新
義
』巻
十（
昭
和
46
年
）
の
「
廌
」

「
薦
」「
灋
」
字
の
条
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
子
胥
の
臨
死

伝
説
に
つ
い
て
も
「
呉
越
の
興
亡
の
と
き
、
呉
王
夫
差
を
佐
け
た

伍
子
胥
は
王
を
諌
め
て
納
れ
ら
れ
ず
、
屬
鏤
の
劍
を
賜
う
て
自
裁

を
命
ぜ
ら
れ
、
怨
言
を
残
し
て
死
ん
だ
が
、
呉
王
は
そ
の
屍
を
鴟

夷
に
包
ん
で
江
に
投
げ
さ
せ
た
。
詛
呪
の
言
を
殘
し
た
子
胥
を
、

神
判
に
敗
れ
た
も
の
を
祓
う
の
と
同
じ
形
式
を
以
て
刑
し
た
の
で

あ
る
」
と
す
る
。
子
胥
の
河
流
し
を
史
実
と
す
る
解
は
本
論
考
と

は
見
方
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
子
胥
の
屍
が
「
神
判
」
形
式
で
処

理
さ
れ
て
い
る
と
の
解
は
そ
の
核
心
を
捉
え
て
い
よ
う
。

19
、�『
墨
子
』
は
、呉
毓
江
の
『
墨
子
校
注
』
の
文
を
挙
げ
る
。『
墨
子
』

の
こ
の
文
は
『
太
平
御
覧
』
巻
九
〇
二
と
『
事
類
賦
注
』
巻
二
二

に
も
見
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し
く
異
文
が
存
す
る
。
対
照
す
る
た

め
、『
御
覧
』
の
文
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
　

�　
『
墨
子
』
曰
、
齊
莊
公
之
臣
王
國
卑
・
中
里
撽
者
、
訟
三
年

而
獄
不
斷
。
恐
失
有
罪
、
乃
使
二
人
共
一
羊
、
盟
齊
之
神
社
。

二
子
相
從
、以
羊
血
灑
社
。
讀
王
國
卑
之
（
祠
）［
辭
］、已
盡
終
。

里
撽
之
辭
未
半
、
祭
羊
起
而
觸
中
里
撽
。
齊
人
以
爲
有
神
驗
。

20
、�

こ
の
他
に
、『
周
礼
』
秋
官
「
司
盟
」
の
「
有
獄
訟
者
、則
使
之
盟
詛
、

凡
盟
詛
、
各
以
其
地
域
之
衆
庶
、
共
其
牲
而
致
焉
、
既
盟
、
則
爲

司
盟
共
祈
酒
脯
」
な
ど
も
古
代
の
獄
訟
の
様
を
伝
え
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

21
、�「
伍
子
胥
伝
」
の
「
吳
王
聞
之
大
怒
、
乃
取
子
胥
尸
盛
以
鴟
夷
革
、

浮
之
江
中
」
の
集
解
に
「
應
劭
曰
、
取
馬
革
爲
鴟
夷
。
鴟
夷
、
榼
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形
」　

と
あ
り
、「
榼
」
は
酒
樽
の
義
で
あ
る
。『
漢
書
』
陳
遵
伝

に
引
く
揚
雄
の
「
酒
箴
」
に
「
自
用
如
此
、
不
如
鴟
夷
。
鴟
夷
・

滑
稽
、
腹
如
大
壺
」
に
顔
師
古
は
「
鴟
夷
、
韋
嚢
以
盛
酒
、
即
今

鴟
夷
（
勝
）〔
幐
〕
也
」
と
あ
る
。「
幐
」
と
は
ふ
く
ろ
の
こ
と
で

あ
る
。

22
、�「
越
王
句
践
世
家
」
の
「
自
謂
鴟
夷
子
皮
」
の
索
隱
に
「
范
蠡
自

謂
也
。
蓋
以
呉
王
殺
子
胥
而
盛
以
鴟
夷
、
今
蠡
自
以
有
罪
、
故
爲

號
也
」
と
あ
る
。

23
、�

こ
の
他
、「
鴟
夷
」
が
見
え
る
も
の
に
、『
墨
子
』
非
儒
下
に
、
斉

の
景
公
に
用
い
ら
れ
ん
と
し
た
孔
子
が
、
晏
子
の
景
公
へ
の
諫
言

に
よ
っ
て
阻
止
せ
ら
れ
る
と
、「
孔
丘
乃
恚
怒
於
景
公
與
晏
子
、

乃
樹
鴟
夷
子
皮
於
田
常
之
門
、
告
南
郭
惠
子
以
所
欲
爲
、
歸
於
魯
」

と
あ
る
。
孔
丘
は
用
い
ら
れ
ざ
る
自
ら
の
身
を
罪
し
て
、
鴟
夷
子

皮
を
田
常
の
門
に
立
て
た
、
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

　
　

�

ま
た
、『
呉
越
春
秋
』
の
佚
文
が
『
繹
史
』
巻
九
六
に
載
る
。
句

践
に
よ
っ
て
夫
差
に
献
上
さ
れ
て
い
た
西
施
と
鄭
旦
の
二
人
の
美

女
の
う
ち
、
西
施
に
つ
い
て
「
吳
亡
後
、
越
浮
西
施
於
江
、
令
隨

鴟
夷
以
終
（
呉
が
ほ
ろ
び
た
後
、
越
は
西
施
を
江
に
浮
か
べ
、
鴟

夷
の
形
に
従
っ
て
終
ら
せ
た
）」
と
あ
る
。
短
い
佚
文
で
あ
る
が
、

西
施
も
滅
び
た
呉
王
と
と
も
に
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
罪
あ
り
と
さ

れ
、
鴟
夷
を
以
て
流
さ
れ
た
、
と
の
説
話
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
注
２
で
述
べ
た
後
漢
の
画
像
鏡
に
、
自
死
す
る
伍
子

胥
や
呉
王
、
越
王
・
范
蠡
お
よ
び
美
女
二
人
が
描
か
れ
た
も
の
が

あ
る
と
述
べ
た
が
、
美
女
二
人
は
越
か
ら
呉
へ
献
上
さ
れ
た
西
施

と
鄭
旦
で
あ
ろ
う
。

24
、�

今
、
白
川
氏
の
『
字
統
』
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
目
を
含
む
字
の

本
義
を
抜
き
出
し
て
お
く
。「
見
」
に
は
「
見
る
と
い
う
行
為
は
、

対
手
に
向
か
っ
て
霊
的
な
交
渉
を
も
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。『
詩
』

に
「
彼
の
・
・
・
を
瞻み

る
に
、『
万
葉
』
に
「
見
ゆ
」「
見
れ
ど
飽

か
ぬ
」
と
い
う
表
現
が
多
い
。
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
霊
は

「
見あ
ら
われ
る
」
の
で
あ
る
」
と
云
う
。「
望
」
に
は
「
卜
文
の
望
は
、

人
が
足
を
そ
ば
だ
て
て
遠
く
望
む
形
の
象
形
字
。
遠
く
望
む
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
妖
祥
を
察
し
、
ま
た
そ
の
眼
の
呪
力
に
よ
っ
て
敵

に
圧
服
を
加
え
る
呪
儀
を
望
と
い
う
」
と
云
う
。「
省
」
に
は
「
卜

文
・
金
文
の
字
形
は
上
部
を
生
の
形
に
作
り
、
お
そ
ら
く
は
も
と

眉
の
上
に
加
え
た
呪
飾
で
あ
ろ
う
。卜
辞
に
王
の
巡
省
を
卜
し
て
、

「
王
省
す
る
に
、
往
来
災
亡
き
か
」
と
卜
す
る
も
の
が
あ
る
。・
・
・

外
地
に
赴
く
と
き
、
眉
飾
を
加
え
て
そ
の
呪
力
を
示
す
こ
と
は
、

わ
が
国
の
古
代
に
も
「
な
ど
黥さ

け
る
利と

目め

」
と
い
わ
れ
る
黥
目
の

俗
が
あ
っ
た
」
と
云
う
。

　
　［
年
表
］

前
５
２
６　
（
昭
16
）　�

呉
僚
元
年
。

前
５
２
２　
（
昭
20
）　�

伍
子
胥
、
呉
に
亡
命
。

前
５
１
５　
（
昭
27
）　�

公
子
光
、叔
父
僚
を
殺
し
て
自
立
す（
僚
12
年
）。

前
５
１
４　
（
昭
28
）　�（
公
子
光
＝
呉
王
闔
廬
元
年
）。
伍
子
胥
を
行
人
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と
す
。

前
５
１
０　
（
昭
32
）　�

呉
、
越
（
王
允
常
）
を
攻
め
る
（『
左
伝
』
史

墨
の
予
言
）。（
闔
廬
５
年
）

前
５
０
６　
（
定
４
）　�

呉
、
楚
を
伐
ち
、
郢
に
入
る
（
闔
廬
９
年
）（
楚

の
昭
王
10
年
）。

前
５
０
５　
（
定
５
）　�
越
、
闔
廬
の
郢
に
在
る
に
乗
じ
て
、
呉
を
攻
め

る
。
秦
、
呉
を
攻
め
て
破
る
。
闔
廬
、
呉
に
帰

る
（
闔
廬
10
年
）。

前
４
９
６　
（
定
14
）　�

越
王
句
践
元
年
。
呉
、
越
を
伐
つ
も
敗
れ
（
檇

李
の
戦
い
）、
闔
廬
（
19
年
）
死
す
。

前
４
９
５　
（
定
15
）　�

呉
王
夫
差
元
年
。

前
４
９
４　
（
哀
１
）　�

呉
、
越
を
破
る
（
夫
椒
の
戦
い
）。
越
・
呉
、

講
和
す
（
夫
差
２
年
）。

前
４
８
５　
（
哀
10
）　�

呉
、
魯
と
と
も
に
斉
を
伐
つ
。

前
４
８
４　
（
哀
11
）　�

呉
、魯
と
と
も
に
斉
を
破
る（
艾
陵
の
戦
い
）（
夫

差
12
年
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伍
子
胥
、
自
殺
す
。

前
４
８
２　
（
哀
13
）　�

越
、
呉
を
破
り
呉
都
に
入
る
。
夫
差
、
黄
池
の

会
に
あ
り
。
冬
、越
・
呉
講
和
す
（
夫
差
12
年
）。

前
４
７
９　
（
哀
16
）　�

孔
子
、
卒
す
。（
こ
の
年
で
『
春
秋
経
』
の
記

載
終
る
）

前
４
７
８　
（
哀
17
）　�

越
、呉
に
攻
め
込
み
呉
に
勝
つ（
笠
沢
の
戦
い
）。

前
４
７
５　
（
哀
20
）　�

越
、
呉
都
を
包
囲
す
。

前
４
７
３　
（
哀
22
）　�

夫
差
、
自
殺
し
、
呉
滅
ぶ
（
夫
差
23
年
、
句
践

24
年
）。

前
４
６
８　
（
哀
27
）　

こ
の
年
で
『
左
伝
』
の
記
述
終
る
。
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外囲の銘には「吳向里栢氏作竟（鏡）、四夷服、多賀國家人民、胡虜殄烕（滅）天下復、風雨時節五
穀孰（熟）、長保二親得天力、傳告後世樂無亟（極）兮」とある。

陳佩芳編『上海博物館蔵青銅鏡』（1987、12）の 52「柏氏伍子胥画像鏡（拓片）」

 

「玉女二人」の銘 

「
忠
臣
伍
子
胥
」
の
銘 

「呉王」の銘 

「
越
王
」
「
范
蠡
」
の
銘 吳

文字隠しあり


